
プリンターネットワーク編

使用説明書
ご使用の前に必ずこの「使用説明書」をお読みの上、正しくお使いください。
本書をすぐに利用できるように保管してください。



� はじめに

このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
この使用説明書は、製品の正しい使い方や使用上の注意について記載してあります。ご使用の前に、こ
の使用説明書を最後までよくお読みの上、正しくお使いください。また、この使用説明書が必要になっ
たとき、すぐに利用できるように保管してください。

安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず「使用説明書)取り扱い編�『安全上のご注意』」
をお読みください。
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マークについて

本書で使われているマークには次のような意味があります。

I
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容
を示しています。冒頭にまとめて記載していますので、必ずお読みください。

H
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的
損害のみの発生が想定される内容を示しています。冒頭にまとめて記載していますので、必ずお読み
ください。

※以上は、安全上のご注意についての説明です。

�重要
誤って操作をすると、紙づまり、原稿破損、データ消失などの原因になることがあります。必ず、お
読みください。

操作の前に

操作をする前に知っておいていただきたいこと、あらかじめ準備していただきたいことなどを説明し
ています。

補足

操作するときに気を付けることや、操作を誤ったときの対処方法などを説明しています。

制限

数値の制限や組み合わせできない機能、機能が使用できない状態を説明しています。

参照

参照先を示します。

［　］
画面のキーの名称を示します。

【　】
操作部（画面を除く）のキーの名称を示します。
�
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お使いになる前に

本書はリコープリンターをネットワークプリンターとして使用するための説明書です。使用している
ネットワーク環境に対応する部分をお読みの上、正しく設定してください。

�重要
❒ 本書はネットワーク管理者の方を対象として書かれています。設定にあたっては必ずネットワー
クの責任者（ネットワーク管理者）が行うか、ネットワークの責任者の立ち会いのもとで行ってく
ださい。

参照

ネットワークケーブルの接続のしかたについては、プリンター本体のセットアップガイドを参照
してください。

❖ 特長
• ���������	と��������、
��
��������に対応しています。

• ��������	
�	��
�（������、�����������、�������）、�����������������������（������、�����������、
�������）、�������、����（������）、
��������� !!"���"#$に同時対応しているので、どの環境からで
も印刷できます（マルチプロトコル）。

• ��������のプリントサーバ機能を備えているので、専用のプリントサーバが必要ありません。

• プリンター内蔵型なので、外部電源を使用しないでネットワークへ簡単に接続できます。
@� :$�8/> プロトコルは、�
%��� ��:&;
ポート経由でご使用ください。
@'  ##とは ��$��$��#�
��
�<�#������,の略で、インターネットを経由してネットワークプリンターに印刷するため
のプロトコルのことです。

NetWare (サーバ)

Windows NT (Server)
Windows 2000

UNIX

Macintosh

　     NetWare
          (クライアント)

Windows NT

Windows 2000

Windows 95/98/Me



環境別セットアップガイド

9
�%��4�
��
��3$から印刷する
����
����� �! "�から印刷するときは、�#��「����
����� �! "�で使う」の�#��「����
����� �! "�セッ
トアップガイド」の流れに沿ってセットアップを行ってください。�以下の�通りの設定方法を説明しま
す。

9
�%��4�'���から印刷する
����
�������から印刷するときは�#�$�「����
�������で使う」の�#�$�「����
�������セットアップガ
イド」の流れに沿ってセットアップを行ってください。�以下の�通りの設定方法を説明しています。

Windows 2000�
Windows NT�
プリントサーバ�

�

TCP/IP
NetBEUI
IPP

❖プリントサーバを使わないで印刷する� ❖Windows 2000 / Windows NTの�
プリントサーバを使って印刷する�

Windows 2000�
Windows NT�
プリントサーバ�

�

TCP/IP
NetBEUI
IPP
LPR

❖プリントサーバを使わないで印刷する� ❖Windows 2000/Windows NTの�
プリントサーバを使って印刷する�
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9
�%��4�:-����から印刷する
����
�������#�から印刷するときは�#�$�「����
�������#�で使う」の�#�$�「����
�������#�セットアッ
プガイド」の流れに沿ってセットアップを行ってください。� 以下の�通りの設定方法を説明していま
す。

:$�9&�$のプリントサーバを使って印刷する
�������の環境で印刷するときは�#%��「�������で使う」をご覧ください。�プリントサーバとして使用
する場合とリモートプリンタとして使用する場合の設定方法を説明します。

クライアントのセットアップ方法は、各&�の参照先をご覧ください。

• ����
����� �! "�⇒��#!%�「����
����� �! "�」

• '&�⇒��#!!�「'&�」

Windows 2000�
Windows NT�
プリントサーバ�

�

TCP/IP
NetBEUI
IPP
LPR

❖プリントサーバを使わないで印刷する� ❖Windows 2000/Windows NTの�
プリントサーバを使って印刷する�



プリントサーバとして使用する場合

�������の環境でプリンターを使用する場合、プリンターにプリントサーバの機能を持たせることが
できます。このとき専用の�������プリントサーバは必要ありません。

�������のバージョンによりプリンターのセットアップ方法が異なります。

• ��������#()⇒��#$��「プリントサーバとして使う」�

• ��������#()、� �#�)⇒��#$$�「プリントサーバとして使う」

リモートプリンタとして使用する場合

専用のプリントサーバを使用するときはプリンターをリモートプリンタとして設定します。

�������のバージョンによりプリンターのセットアップ方法が異なります。

• ��������#()⇒��#$��「リモートプリンタとして使う」

• ���������#()、� �#�)⇒��#!��「リモートプリンタとして使う」

NetWare
ファイルサーバ�

プリントサーバ�

Windows 95/98/Me Windows 2000 Windows NT 4.0

NetWare
プリントサーバ�

NetWare
ファイルサーバ�

リモートプリンタ�

Windows 95/98/Me Windows 2000 Windows NT 4.0
�
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3&�
���4�から印刷する
"�*���
�+の��+����,-環境でネットワークプリンターを使用する場合の設定のしかたを説明していま
す。�#!��「"�*���
�+で使う」をご覧ください。

>: ?から印刷する
.�
	でネットワークプリンターを使用する場合のセットアップとプリンターの状態表示のしかたを
説明しています。�#���「.�
	で使う」をご覧ください。

Apple Talk

TCP/IP
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��3$セットアップガイド

プリントサーバを使わないで印刷するとき
�������や����
��� ���� ����
��� ��のプリントサーバを使わないで直接ネットワークプリンターに
印刷する場合は、次の流れでセットアップを行います。

A 使用するプロトコルを決定します。

ネットワーク管理者の方と相談し、使用するプロトコルを決定します。

• �/� 
�プロトコル

• 
��プロトコル

• �����.
プロトコル

B プロトコルの準備をします。

Aで決定したプロトコルを使うための準備をします。

• �/� 
�印刷のための準備⇒��#���「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」

• 
��印刷のための準備⇒��#���「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」

• �����.
印刷のための準備⇒��#���「�����.
印刷のための準備」

C �
%��� ��:&;
をインストールし、プリンタードライバーのポートを設定します。

• 0��
*�
&�����のインストール⇒��#���「0��
*�
&�����のインストール」

• ポートを設定する⇒��#���「ポートを設定する」

9
�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバを使って印刷
するとき
����
������� ����
�����のプリントサーバを使った場合のクライアントの設定方法は�#�!�「����
��

���� ����
�����のプリントサーバを使う」をご覧ください。
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プロトコルの準備をする

-!#� #印刷、 ##印刷のため
の準備
�/� 
�プロトコルまたは 
��を使って印刷する
場合は、以下の説明にしたがってネットワーク
環境を設定してください。

プリンターの環境設定

�/� 
�を使って印刷できるように、プリンター
のネットワーク環境を設定しておきます。

• �/� 
�プロトコルを有効にする（工場出荷時
は有効です）

• 
�アドレスなど �/� 
�に関する項目を設定
する

参照

設定方法について詳しくは、プリンター本体
のセットアップガイドを参照してください。

'1/�を使用してプリンターの
�アドレスを
設定するときは、�#��!�「'1/�を使用する」
を参照してください。

補足

❒ 
�アドレスを設定したら正しく設定されたか
どうか����
��上から確認してください。

A コマンドプロンプトを使用できるよう
にします。

• ����
����� �!の場合：
［スタート］�［プログラム］�［"��'&�

プロンプト］

• ����
���"�の場合：
［スタート］�［プログラム］�［アクセ
サリ］�［"��'&�プロンプト］

B 次のように入力して確認します。（
�アド
レスが���#�%!#��#�%の場合）
C:> ping 192.168.15.16
正しく設定されていると次のように表
示されます。
Reply from 192.168.15.16 : bytes=32
time<10ms TTL=32
間違って設定されていると次のように
表示されます。
Request timed out.

9
�%��4の環境設定

����
�� に「�/� 
� プロトコル」を組み込み、
�/� 
�のプロパティを設定します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク］
アイコンをダブルクリックし、［ネット
ワークの設定］タブの［現在のネットワー
クコンポーネント］ボックスに「-!#� #」
が組み込まれていることを確認します。

補足

❒「�/� 
�」が組み込まれていないときは、
［ネットワークの設定］タブの［追加］を
クリックして組み込んでください。組み
込みの詳しい操作方法については
����
��のヘルプを参照してください。

B -!#� #プロトコルを組み込んだら、プロ
パティを設定します。

設定内容はネットワーク管理者の方に確認
し、正しく設定してください。



プロトコルの準備をする

�

:$�8/> 印刷のための準備
�����.
プロトコルを使って印刷する場合は、
以下の説明にしたがってネットワーク環境を
設定してください。

プリンターの環境設定

�����.
プロトコルを使って印刷できるように、
プリンターの �����.
プロトコルを有効にしま
す（工場出荷時は有効です）。

参照

設定方法について詳しくは、プリンター本体
のセットアップガイドを参照してください。

9
�%��4の環境設定

����
��に「�����.
プロトコル」を組み込み、
�����.
を標準のプロトコルに設定します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク］
アイコンをダブルクリックし、［ネット
ワークの設定］タブの［現在のネットワー
クコンポーネント］ボックスに「:$�8/> 」
が組み込まれていることを確認します。

補足

❒「�����.
」が組み込まれていないとき
は、［ネットワークの設定］タブの［追加］
をクリックして組み込んでください。組
み込みの詳しい操作方法については
����
��のヘルプを参照してください。

❒「ダイヤルアップアダプタ」が組み込まれ
ている場合、設定によっては印刷できな
いことがあります。このようなときは、ダ
イヤルアップアダプタのプロパティを開
き、［バインド］タブの「�����.
→ダイ
ヤルアップアダプタ」の�印を外してく
ださい。

B :$�8/> プロトコルを標準のプロトコルに
設定します。［ネットワークの設定］タブを
クリックし、［現在のネットワーク構成］
ボックスの「:$�8/> 」をクリックして反転
表示させ、［プロパティ］をクリックしま
す。

C［詳細設定］タブをクリックし、［既定のプ
ロトコルとして設定する］をクリックし
て�印を付け、［�H］をクリックします。

D［�H］をクリックし、［ネットワーク］ダイ
アログを閉じます。

E 再起動するかどうか確認するメッセージ
が表示されるので、［はい］をクリックし
ます。
��
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を使う

�/� 
�、�����.
、
��プロトコルを使用してネッ
トワークプリンターに印刷するには、0��
*� 
&

����を使用します。0��
*�
&�����を使用すること
により、次の機能を使用することができます。

• プリントサーバがなくても、直接ネットワー
クプリンターに印刷できます。

• 指定したプリンターにジョブがたまってい
たり、エラーが発生して印刷できないとき
に、代わりのプリンターに印刷できます。（代
行印刷）

• 複数部数の印刷を複数のプリンターに割り
振って印刷できます。（並行印刷）

• 印刷データを転送中または印刷中に指定し
たプリンターにエラーが発生した場合、エ
ラーメッセージを通知させることができま
す。

制限

❒ 代行印刷、並行印刷の設定には条件がありま
す。詳細は0��
*�
&�����のヘルプを参照して
ください。

補足

❒ ここでは、����
����!の画面例を使用して説
明しています。����
����� "�でも基本的な
操作は同じです。また、お使いのプリンター
の機種により、画面が一部異なることがあり
ます。ご了承ください。

�
%��� ��:&;
のインストール
0��
*�
&�����のインストールには、0��
*�
&�����

のみをインストールする方法と、オートランプ
ログラムを使用して必要なソフトウェアをすべ
てインストールする方法があります。� ここで
は、0��
*� 
&�����のみをインストールする方法
を説明します。

補足

❒ オートランプログラムを使用して必要なソ
フトウェアをすべてインストールする場合
は、オートランプログラムのメニューで「お
すすめインストール」を選択してください。
詳細については、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

❒ �
������、"2,���'���*�������、�������3��4���5��

で使用していた印刷ポートがある場合、
0��
*�
&�����に引き継がれます。

❒ 0��
*� "���3��� 6
�� /,����をご使用中の場合
は、0��
*�"���3���6
��/,����を終了させてか
らインストールを始めてください。

❒ 0��
*� 
&� ����のインストールの最後にコン
ピュータを再起動するように指示するダイ
アログが表示されることがあります。再起動
してもいいように、起動中のプログラムをす
べて終了させてからインストールを始めて
ください。

A 本機に付属の!6���3をパソコンの!6�

��3ドライブにセットします。

インストーラーが起動します。

補足

❒ システムの設定によってはインストー
ラーが自動的に起動しないことがありま
す。その場合は、/'�0&"のルートディレ
クトリにある「���.�#�	�」をダブルク
リックして起動してください。
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を使う

�

B セットアップ画面が表示されたら、
［�
%��� ��:&;
］をクリックします。

0��
*� 
&� ����のインストーラーが起動しま
す。

C［ようこそ］ダイアログが表示されたら、
［次へ］をクリックします。

D［製品ライセンス契約］ダイアログにソフ
トウェア使用許諾契約が表示されます。
すべての項目をお読みください。同意す
る場合は、［はい］をクリックします。

E 表示されるメッセージに従って�
%���  �

:&;
をインストールします。インストール
が完了すると次のメッセージが表示され
ます。

アンインストールのしかた

操作の前に

0��
*� 
&� ����をアンインストールするとき
は、以下の点に注意してください。

• 0��
*�
&�����が起動している場合は終了
しておくこと

• 0��
*�
&�����を使用した印刷ポートが使
用されていないこと

A［コントロールパネル］を開き、［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコンをダ
ブルクリックします。

B［インストールと削除］タブで、［�
%��� �

:&;
］をクリックして反転表示させ、［追加
と削除］をクリックします。

C 確認のメッセージが表示されるので、［は
い］をクリックします。

アンインストーラーが起動し、0��
*�
&�����

が削除されます。
�	
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D 削除が終了したら、コンピュータを再起
動します。

ポートを設定する
プリンタードライバーをインストールしたあ
と、印刷先のポートを変更します。この作業が終
了すると、0��
*� 
&�����による印刷が可能にな
ります。

操作の前に

印刷するプリンターの電源を入れた状態で
操作を始めてください。

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

B［詳細］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

［ポートの追加］ダイアログが表示されます。

C［その他］をクリックし、［追加するポート
の種類］ボックスで［�
%��� ��:&;
］をク
リックして反転表示させ、［�H］をクリッ
クします。

次の画面が表示され、�/� 
�プロトコルで印
刷可能なプリンターが検索されます。

D 印刷するプリンターを選択します。

-!#� #

A［-!#� #］をクリックします。

�/� 
� プロトコルで印刷可能なプリン
ターの一覧が表示されます。

B 印刷するプリンターをクリックして選
択し、［�H］をクリックします。



�
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�

補足

❒ ここにはコンピューターからのブ
ロードキャストに応答したプリン
ターだけが表示されます。ここに表
示されないプリンターに印刷すると
きは、［アドレス指定］をクリックし、
プリンターの 
�アドレスまたはホス
ト名を直接入力してください。

:$�8/> 

A［:$�8/> ］をクリックします。

�����.
プロトコルで印刷可能なプリン
ターの一覧が表示されます。

B 印刷するプリンターをクリックして選
択し、［�H］をクリックします。

補足

❒ ここにはコンピューターからのブ
ロードキャストに応答したプリン
ターだけが表示されます。ここに表示
されないプリンターに印刷するとき
は、［アドレス指定］をクリックし、
�����.
アドレスを直接入力してくだ
さい。�����.
アドレスは、システム設
定リストで確認できます。システム設
定リストの印刷方法は、プリンター本
体のセットアップガイドを参照して
ください。システム設定リストでは
�����.
アドレスが「770��((((7(((」
と表示されています。先頭の「77」を
「88」に変更して入力してください。

❒ ルーターを越えたプリンターには印
刷できません。

 ##

A［ ##］をクリックします。

［
��の設定］ダイアログが表示されます。
��
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B［プリンタの>�C］に印刷するプリン
ターの #アドレスとポート番号を「�������

（プリンターの #アドレス）���
��$�」のよ
うに入力します。

C 必要に応じて［ ##ポート名］にプリン
ターを区別するための名前を入力しま
す。すでにある他の  ##ポート名と違
う名前を入力してください。

入力を省略すると、［プリンタの.09］に
入力したアドレスが 
��ポート名に設定
されます。

D プロキシサーバーや  ##ユーザー名な
どの設定を行う場合は、［詳細設定］を
クリックし、必要な項目を設定します。

補足

❒ 設定項目の詳細については、ヘルプ
を参照してください。

E［�H］をクリックします。

F 設定した印刷ポートが［印刷先のポート］
ボックスに表示されていることを確認
し、［�H］をクリックします。

これで設定は終了です。

印刷するときは、ここで設定したプリンター
を選択し、通常の印刷と同じように操作して
ください。自動的に0��
*�
&�����を使って印
刷します。�

ポートの設定を変更する

��の.09やプロキシサーバーの設定など、0��
*


&�����の設定を変更することができます。

補足

❒ �����.
プロトコルには設定項目がありませ
ん。

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

B［詳細］タブをクリックし、［ポートの設
定］をクリックします。

ポートの設定画面が表示されます。
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• �/� 
�プロトコルの場合、代行印刷、並
行印刷、タイムアウト、プリンターグ
ループの設定ができます。

補足

❒ 各設定項目の詳細は、0��
*�
&�����の
ヘルプを参照してください。

• 
��の場合、
��ユーザー設定やプロキシ
などの設定ができます。

補足

❒ 詳細は、0��
*�
&�����のヘルプを参照し
てください。
��
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�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバ
を使う

����
�������、����
������������または����
��

��� �
�-�����
�をプリントサーバとして使用した
場合のクライアント側のセットアップ方法を説
明します。

����
������� ����
�����のプリントサーバを使
う場合、プリンタードライバーをインストールし
たあと、印刷先のポートを����
������� ����
��

��の共有プリンターに変更します。

制限

❒ 0��
*� 
&� ����ポートで本機を接続している
プリントサーバをお使いの場合、クライアン
トからの代行印刷を行なうことはできませ
ん。

補足

❒ ここでの説明はクライアント側が����
��

���� ����
�����と正しく通信できる環境に
設定されていることを前提にしています。設
定されていない場合は、クライアント側に必
要なソフトウェアを組み込んでからセット
アップを行ってください。

A 印刷するプリンターのプリンタードライ
バーを、「ローカルプリンタ」としてイン
ストールします。

参照

インストール方法について詳しくは、プ
リンター本体のセットアップガイドを
参照してください。

B［スタート］ボタンをクリックし、［設定］
をポイントし、［プリンタ］をクリックし
ます。

C［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

D［詳細］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

E［ネットワーク］をクリックし、［参照］を
クリックします。

Windows 2000�
Windows NT�
プリントサーバ�
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�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバを使う

�

F ネットワークツリー上で、プリントサー
バとして使用するコンピュータの名前を
ダブルクリックします。

組み込まれている共有プリンターが展開さ
れます。

G 印刷するプリンターをクリックして反転
表示させ、［�H］をクリックします。

H［�H］をクリックします。

I［印刷先のポート］ボックスにプリンタへ
のネットワークパスが入力されているこ
とを確認し、［�H］をクリックします。
�
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�

名前とコメントを変更する

0��
*� 
&���5��や0��
*� 
&�����で一覧表示した
とき、プリンターを識別しやすくするために、表
示される名前を変えたりコメントを付けること
ができます。

表示される名前やコメントを変更するには、以
下のユーティリティーを使用します。

❖ �
%��� ��+%0
�
�/� 
�プロトコルまたは 
�	 ��	プロトコ
ルを使用している場合、0��
*�
&���5��を使
用して名前とコメントを変更できます。
0��
*�
&���5��は、プリンター本体に付属し
ている/'�0&"からインストールします。イ
ンストール方法について詳しくはプリン
ター本体のセットアップガイドを参照して
ください。

❖ 9$=ブラウザ
�/� 
�プロトコルを使用している場合、��:

ブラウザを使用して名前とコメントを変更
できます。

補足

❒ �/� 
�プロトコルで表示される名前（プリン
タ名）と�����.
プロトコルで表示される名
前（コンピュータ名）は個別に変更します。コ
メントは共通です。

❒ 工場出荷時の名前には「%��」とネットワーク
インターフェースボードの
 �アドレスの下&
バイトで構成される名前が設定されています。
たとえば、
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の
場合は「%��*���& 」です。コメントは設定さ
れていません。

❒ 拡張+&	)ボード（オプション）を装着している
場合、ネットワークインターフェースボード
の物理アドレス（���,*)）の下
バイトで構成
される名前が設定されています。たとえば、物
理アドレス（���,*)）が��'��'()'��'��'�+'�('� 
の場合は「%�������+�(� 」です。��-ブラウ
ザから設定できます。

�
%��� ��+%0
�の場合

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

•［�/� 
�］を選択すると、�/� 
�プロトコ
ルを使用しているプリンターが一覧表
示されます。

•［
�	 ��	］を選択すると、
�	 ��	プロト
コルを使用しているプリンターが一覧
表示されます。

C 名前やコメントを変更したいプリンター
をクリックして反転表示させ、［ツール］
メニューの［イーサネットボード設定］を
クリックします。



名前とコメントを変更する

�

D［プロパティシート］をクリックし、［�H］
をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動しま
す。

E 名前とコメントを変更します。

-!#� #の場合

A［一般］タブの［デバイス名］と［コメ
ント］に名前とコメントを入力します。

•［デバイス名］には、プリンターの名前
を+&バイト以内の半角英数字で入力し
ます。工場出荷時は「%��」とネット
ワークインターフェースボードの

 �アドレスの下&バイトで構成され
る名前が設定されています。たとえば

 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の場
合は「%��*���& 」です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

:$�8/> の場合

A［一般］タブの［コメント］にコメント
を入力します。

B［:$�8/> ］タブをクリックします。

C［コンピュータ名］に名前を入力しま
す。
'�
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�

•［コンピュータ名］には、�������プロ
トコルでプリンタを識別するための名
前を入力します。工場出荷時は「%��」
とネットワークインターフェースボー
ドの
 �アドレスの下&バイトで構成
される名前が設定されています。たと
えば
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& 
の場合は�「%��*���& 」です。�入力で
きる文字は半角英数字（大文字）と半角
記号（./01�'23456789:;およびスペースを
除く）で+&バイト以内です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。同
じネットワーク上にある他の機器と重
複しない名前を付けてください。

F［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了し、設
定がプリンターに送信されます。

G �
%��� ��+%0
�を終了します。

9$=ブラウザの場合

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（設定を変更するプリン
ターの #アドレス）�」と入力します。

��: ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［設定］をクリックします。

ユーザー名とパスワードを入力するダイア
ログが表示されます。

D パスワードを入力し、［�H］をクリックし
ます。

工場出荷時の設定の場合、ユーザー名は空欄
に、パスワードには「��*
+」と入力します。

E 名前とコメントを変更します。

-!#� #の場合

A［一般］の［名前］と［コメント］に、名
前とコメントを入力します。



名前とコメントを変更する

�

•［名前］には、プリンターの名前を+&バイ
ト以内の半角英数字で入力します。工場
出荷時は「%��」とネットワークイン
ターフェースボードの
 �アドレスの
下&バイトで構成される名前が設定され
ています。たとえば
 �アドレスが
��'��'()'*�'��'& の場合は「%��*���& 」
です。%��または��!で始まる名前は入
力できません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

:$�8/> の場合

A［:$�8/> ］をクリックします。

B［コンピュータ名］と［コメント］に、名
前とコメントを入力します。

•［コンピュータ名］には、�������プロ
トコルでプリンタを識別するための名
前を入力します。工場出荷時は「%��」
とネットワークインターフェースボー
ドの
 �アドレスの下&バイトで構成
される名前が設定されています。たと
えば
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& 
の場合は�「%��*���& 」です。�入力で
きる文字は半角英数字（大文字）と半角
記号（./01�'23456789:;およびスペースを
除く）で+&バイト以内です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。同
じネットワーク上にある他の機器と重
複しない名前を付けてください。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

F［更新］をクリックします。

設定がプリンターに送信されます。

G 9$=ブラウザを終了します。

設定が反映されます。
'	
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�

プリンターの状態表示

0��
*�
&���5��、0��
*�
&�����、��:ブラウザを
使ってプリンターの状態を確認できます。

�
%��� ��+%0
�の場合

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

一覧にプリンターの状態がアイコンで表示
されます。

補足

❒ 状態アイコンについて詳しくはヘルプ
を参照してください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、一覧
で状態を知りたいプリンターをクリック
して反転表示させ、［機器］メニューの［開
く］をクリックします。

選択したプリンターの情報ダイアログが表
示されます。

D［プリンタ］をクリックします。

プリンターの状態が表示されます。

補足

❒ ダイアログの各項目について詳しくは
ヘルプを参照してください。

�
%��� ��:&;
の場合
0��
*� 
&�����を使用してプリンターの状態を表
示させるには、あらかじめ状態を表示させたい
プリンターを監視するように設定しておく必要
があります。

監視するプリンターに設定するには

A �
%��� ��:&;
を起動します。

タスクバーの右端に0��
*� 
&� ����アイコン
が表示されます。



プリンターの状態表示

�

B �
%���  �� :&;
アイコンをマウスの右ボタ
ンでクリックし、表示されたポップアッ
プメニューに目的のプリンターが設定さ
れているかどうかを確認します。

設定されている場合には、�#�%�「プリンター
の状態を表示する」に進みます。

補足

❒ '1/�環境で本機をご使用の場合、本機
の再起動などにより、状態表示アイコン
が通常接続時と異なる場合があります。
この場合、本機を設定しなおしてくださ
い。

❒ 状態表示アイコンについては0��
*� 
&

����のヘルプを参照してください。

C 目的のプリンターが設定されていない場
合は、ポップアップメニューの［設定］を
クリックします。

［0��
*�
&������設定］ダイアログが表示され
ます。

D 監視対象にするプリンターをクリックし
て反転表示させ、［設定］の［監視対象に
する］に�印を付けます。

補足

❒［タスクバーアイコンに表示する］に�印
を付けると、タスクトレイの0��
*�
&�����

アイコンにプリンターの状態がアイコン
で表示されるようになります。

E［�H］をクリックします。

ダイアログが閉じ、設定したプリンターが監
視の対象に含まれます。
'�
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�

プリンターの状態を表示する

A �
%��� ��:&;
を起動します。

B タスクバーの�
%���  �� :&;
アイコンにプ
リンターの状態が表示されます。

補足

❒ 状態アイコンについて詳しくはヘルプ
を参照してください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、�
%��

 �� :&;
アイコンをマウスの右ボタンでク
リックし、状態を知りたいプリンターを
クリックします。

プリンターの状態が、ダイアログに表示され
ます。

補足

❒ ダイアログの各項目について詳しくは
ヘルプを参照してください。

9$=ブラウザの場合

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（状態を表示させたいプ
リンターの #アドレス）�」と入力します。

��: ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［状態］をクリックすると給紙トレイの用
紙の量などを調べることができます。

補足

❒ それぞれの項目について詳しくは、ヘル
プを参照してください。



'� 9
�%��4�'���で使う
9
�%��4�'���セットアップガイド

プリントサーバを使わないで印刷するとき
�������や����
��� ���� ����
��� ��のプリントサーバを使わないで直接ネットワークプリンターに
印刷する場合は、次の流れでセットアップを行います。

A 使用するプロトコルを決定します。

ネットワーク管理者の方と相談し、使用するプロトコルを決定します。

• �/� 
�プロトコル

• 
��プロトコル

• �����.
プロトコル

B プロトコルの準備をします。

Aで決定したプロトコルを使うための準備をします。

• �/� 
�印刷のための準備⇒��#���「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」

• 
��印刷のための準備⇒��#���「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」

• �����.
印刷のための準備⇒��#���「�����.
印刷のための準備」

C �
%��� ��:&;
をインストールし、プリンタードライバーのポートを設定します。

• 0��
*�
&�����のインストール⇒��#���「0��
*�
&�����のインストール」

• ポートを設定する⇒��#���「ポートを設定する」

標準-!#� #ポートD5�&�%&�%�-!#� #�#���Eを使用して印刷
するとき
標準�/� 
�ポート;����������/� 
���
��<を使用して印刷する場合の設定方法については、����
�������

のヘルプを参照してください。

補足

❒ 標準�/� 
�ポートを追加するときにデバイスの種類を選択する画面が表示された場合は、�「0
/&1

����
�-���������/�"
��,」を選択してください。
'�
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�

C#�ポートを使用して印刷するとき
9�0を使って印刷する場合の設定方法は�#�$�「9�0ポートを使った�/� 
�印刷」をご覧ください。

9
�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバを使って印刷
するとき
����
������� ����
�����のプリントサーバを使った場合のクライアントの設定方法は�#�!�「����
��

���� ����
�����のプリントサーバを使う」をご覧ください。



プロトコルの準備をする

�

プロトコルの準備をする

-!#� #印刷、 ##印刷のため
の準備
�/� 
�プロトコルまたは 
��を使って印刷する
場合は、以下の説明にしたがってネットワーク
環境を設定してください。

プリンターの環境設定

�/� 
�プロトコルを使って印刷できるように、
プリンターのネットワーク環境を設定してお
きます。

• �/� 
�プロトコルを有効にする（工場出荷時
は有効です）

• 
�アドレスなど �/� 
�に関する項目を設定
する

参照

設定方法について詳しくは、プリンター本体
のセットアップガイドを参照してください。

'1/� を使用してプリンターの 
� アドレス
を設定するときは、�#��!� 「'1/�を使用す
る」を参照してください。

補足

❒ 
�アドレスを設定したら正しく設定された
かどうか����
�������上から確認してくだ
さい。

A［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］�［アクセサリ］の順にポイント
し、［コマンドプロンプト］をクリックし
ます。

B 次のように入力して確認します。（
�アド
レスが���#�%!#��#�%の場合）
C:> ping 192.168.15.16
正しく設定されていると次のように表
示されます。
Reply from 192.168.15.16 : bytes=32
time<10ms TTL=32
間違って設定されていると次のように
表示されます。
Request timed out.

9
�%��4�'���の環境設定

����
�������に「�/� 
�プロトコル」を組み込
み、�/� 
�のプロパティを設定します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク
とダイヤルアップ接続］アイコンをダブ
ルクリックします。

B［ローカルエリア接続］を選択して、［ファ
イル］メニューの［プロパティ］をクリッ
クします。

C［チェックマークがオンになっているコ
ンポーネントがこの接続で使用されてい
ます］ボックスに「インターネットプロト
コルD-!#� #E」が組み込まれていることを
確認します。

補足

❒ �/� 
�プロトコルが組み込まれていない
ときは、［ローカルエリア接続のプロパ
ティ］の［インストール］をクリックして
組み込んでください。組み込みの詳しい
操作方法については����
�������のヘル
プを参照してください。

D -!#� #プロトコルを組み込んだら、プロ
パティを設定します。

設定内容はネットワーク管理者の方に確認
し、正しく設定してください。
'
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�

:$�8/> 印刷のための準備
�����.
プロトコルを使って印刷する場合は、
以下の説明にしたがってネットワーク環境を
設定してください。

プリンターの環境設定

�����.
プロトコルを使って印刷できるように、
プリンターの �����.
プロトコルを有効にしま
す（工場出荷時は有効です）。

参照

設定方法について詳しくは、プリンター本体
のセットアップガイドを参照してください。

9
�%��4�'���の環境設定

����
�������に「�����.
プロトコル」を組み込
みます。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク
とダイヤルアップ接続］アイコンをダブ
ルクリックします。

B［ローカルエリア接続］を選択して、［ファ
イル］メニューの［プロパティ］をクリッ
クします。

C［チェックマークがオンになっているコ
ンポーネントがこの接続で使用されてい
ます］ボックスに「:$�8/> 」が組み込ま
れていることを確認します。

補足

❒ �/� 
�プロトコルが組み込まれていない
ときは、［ローカルエリア接続のプロパ
ティ］の［インストール］をクリックして
組み込んでください。組み込みの詳しい
操作方法については����
�������のヘル
プを参照してください。

D -!#� #プロトコルを組み込んだら、プロ
パティを設定します。

設定内容はネットワーク管理者の方に確認
し、正しく設定してください。

E C#�を使って印刷する場合は、「>: ?用印
刷サービス」が組み込まれている必要が
あります。

「.�
	用印刷サービス」が組み込まれていな
いときは、［ネットワークとダイヤルアップ
接続］の［詳細設定］メニューの［オプショ
ンネットワークコンポーネント］から組み込
んでください。組み込みの詳しい操作方法に
ついては����
��� ����のヘルプを参照して
ください。



�
%��� ��:&;
を使う

�

�
%��� ��:&;
を使う

�/� 
�、�����.
、
��プロトコルを使用して
ネットワークプリンターに印刷するには、
0��
*�
&�����を使用します。0��
*�
&�����を使
用することにより、次の機能を使用すること
ができます。

• プリントサーバがなくても、直接ネットワー
クプリンターに印刷できます。

• 指定したプリンターにジョブがたまってい
たり、エラーが発生して印刷できないとき
に、代わりのプリンターに印刷できます。（代
行印刷）

• 複数部数の印刷を複数のプリンターに割り
振って印刷できます。（並行印刷）

• 印刷データを転送中または印刷中に指定し
たプリンターにエラーが発生した場合、エ
ラーメッセージを通知させることができま
す。

制限

❒ 代行印刷、並行印刷の設定には制限がありま
す。詳細は0��
*�
&�����のヘルプを参照して
ください。

❒ コンピュータをプリントサーバとして使用
している場合、並行印刷、代行印刷、印刷通
知の各機能を使用しないでください。機能を
オフにする方法については、0��
*�
&�����の
ヘルプを参照してください。

�
%��� ��:&;
のインストール
0��
*�
&�����のインストールには、0��
*�
&�����

のみをインストールする方法と、オートランプ
ログラムを使用して必要なソフトウェアをすべ
てインストールする方法があります。� ここで
は、0��
*� 
&�����のみをインストールする方法
を説明します。

補足

❒ オートランプログラムを使用して必要なソ
フトウェアをすべてインストールする場合
は、オートランプログラムのメニューで「お
すすめインストール」を選択してください。
詳細については、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

❒ �
������、"2,���'���*�������で使用していた印
刷ポートがある場合、0��
*�
&�����に引き継
がれます。

❒ 0��
*� "���3��� 6
�� /,����をご使用中の場合
は、0��
*�"���3���6
��/,����を終了させてか
らインストールを始めてください。

❒ 0��
*� 
&� ����のインストールの最後にコン
ピュータを再起動するように指示するダイ
アログが表示されることがあります。再起動
してもいいように、起動中のプログラムをす
べて終了させてからインストールを始めて
ください。

❒ お使いのプリンターの機種により、画面が一
部異なることがあります。ご了承ください。

A 本機に付属の!6���3をパソコンの!6�

��3ドライブにセットします。

インストーラーが起動します。

補足

❒ システムの設定によってはインストー
ラーが自動的に起動しないことがありま
す。その場合は、/'�0&"のルートディレ
クトリにある「���.�#�	�」をダブルク
リックして起動してください。
	�
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B セットアップ画面が表示されたら、
［�
%��� ��:&;
］をクリックします。

0��
*� 
&� ����のインストーラーが起動しま
す。

C［ようこそ］ダイアログが表示されたら、
［次へ］をクリックします。

D［製品ライセンス契約］ダイアログにソフ
トウェア使用許諾契約が表示されます。
すべての項目をお読みください。同意す
る場合は、［はい］をクリックします。

E 表示されるメッセージに従って�
%���  �

:&;
をインストールします。インストール
が完了すると次のメッセージが表示され
ます。

アンインストールのしかた

操作の前に

0��
*� 
&� ����をアンインストールするとき
は、以下の点に注意してください。

• 0��
*�
&�����が起動している場合は終了
しておくこと

• 0��
*�
&�����を使用した印刷ポートが使
用されていないこと

• 0��
*� 
&� ����をインストールしたユー
ザーでログインしていること

A［コントロールパネル］を開き、［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコンをダ
ブルクリックします。

B［プログラムの変更と削除］をクリック
し、［�
%��� ��:&;
］をクリックして反転
表示させ、［変更�削除］をクリックします。

C 確認のメッセージが表示されるので、［は
い］をクリックします。

アンインストーラーが起動し、0��
*�
&�����

が削除されます。
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D 削除が終了したら、コンピュータを再起
動します。

ポートを設定する
プリンタードライバーをインストールしたあ
と、印刷先のポートを変更します。この作業が終
了すると、0��
*� 
&�����による印刷が可能にな
ります。

操作の前に

印刷するプリンターの電源を入れた状態で
操作を始めてください。

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

B［ポート］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

［プリンタポート］ダイアログが表示されま
す。

C［�
%��� ��:&;
］をクリックして反転表示
させ、［新しいポート］をクリックします。

次の画面が表示され、�/� 
�プロトコルで印
刷可能なプリンターが検索されます。

D 印刷するプリンターを選択します。

-!#� #

A［-!#� #］をクリックします。

�/� 
�プロトコルで印刷可能なプリン
ターの一覧が表示されます。

B 印刷するプリンターをクリックして選
択し、［�H］をクリックします。
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補足

❒ ここにはコンピューターからのブ
ロードキャストに応答したプリン
ターだけが表示されます。ここに表
示されないプリンターに印刷すると
きは、［アドレス指定］をクリックし、
プリンターの 
�アドレスまたはホス
ト名を直接入力してください。

:$�8/> 

A［:$�8/> ］をクリックします。

�����.
プロトコルで印刷可能なプリン
ターの一覧が表示されます。

B 印刷するプリンターをクリックして選
択し、［�H］をクリックします。

補足

❒ ここにはコンピューターからのブロー
ドキャストに応答したプリンターだけ
が表示されます。ここに表示されない
プリンターに印刷するときは、［アドレ
ス指定］をクリックし、�������アドレ
スを直接入力してください。�������
アドレスは、システム設定リストで確
認できます。システム設定リストの印
刷方法は、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。シ
ステム設定リストでは�������アドレ
スが「88%��<<<<8<<<」と表示されてい
ます。先頭の「88」を「==」に変更し
て入力してください。

❒ ルーターを越えたプリンターには印
刷できません。

 ##

A［ ##］をクリックします。

［
��の設定］ダイアログが表示されます。
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B［プリンタの>�C］に印刷するプリン
ターの #アドレスとポート番号を「�������

（プリンターの #アドレス）���
��$�」のよ
うに入力します。

C 必要に応じて［ ##ポート名］にプリン
ターを区別するための名前を入力しま
す。すでにある他の  ##ポート名と違
う名前を入力してください。

入力を省略すると、［プリンタの.09］に
入力したアドレスが 
��ポート名に設定
されます。

D プロキシサーバーや  ##ユーザー名な
どの設定を行う場合は、［詳細設定］を
クリックし、必要な項目を設定します。

補足

❒ 設定項目の詳細については、ヘルプ
を参照してください。

E［�H］をクリックします。

F 設定した印刷ポートが［印刷するポート］
ボックスに表示されていることを確認
し、［�H］をクリックします。

これで設定は終了です。

印刷するときは、ここで設定したプリンター
を選択し、通常の印刷と同じように操作して
ください。自動的に0��
*�
&�����を使って印
刷します。�

ポートの設定を変更する
並行印刷や代行印刷、�/� 
�、
��の.09やプロ
キシサーバなど、0��
*� 
&�����の設定を変更す
ることができます。

補足

❒ �����.
プロトコルには設定項目がありませ
ん。

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。
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B［ポート］タブをクリックし［ポートの構
成］をクリックします。

0��
*�
&�����の設定画面が表示されます。

• �/� 
�プロトコルの場合、代行印刷、並行
印刷、タイムアウトの設定ができます。

• 
��の場合、
��ユーザー設定やプロキシ
などの設定ができます。

補足

❒ 設定画面の詳細については0��
*� 
&

����のヘルプを参照してください。



C#�ポートを使った-!#� #印刷

�

C#�ポートを使った-!#� #印刷

9�0ポートに�/� 
�プロトコルを使って印刷す
るときは、プリンタードライバーで次のように
設定します。

補足

❒ ここではすでにプリンタードライバーがイ
ンストールされているものとして、ポートを
9�0に変更する手順だけを説明します。

❒ あらかじめ �/� 
�印刷のためのネットワー
ク環境を設定しておく必要があります。�#��

「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」を参照
して正しく設定してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［設定］
をポイントし、［プリンタ］をクリックし
ます。

B 印刷するプリンターのアイコンをクリッ
クして反転表示させ、［ファイル］メ
ニューの［プロパティ］をクリックしま
す。

C［ポート］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

D［利用可能なポートの種類］ボックスで
「C#��#���」をクリックして反転表示させ、
［新しいポート］をクリックします。

補足

❒「9�0��
��」が表示されない場合は、「.�
	

用印刷サービス」が正しく組み込まれて
いません。

E［C#6を提供しているサーバーの名前また
はアドレス］ボックスに、プリンターの #

アドレスを入力します。

F［サーバーのプリンタ名または印刷
キュー名］ボックスに「,�」と入力し、［�H］
をクリックします。

G［閉じる］をクリックします。

H［印刷するポート］ボックスに #アドレス
のポートが表示され、チェックボックス
に�印が付いていることを確認し、［�H］
をクリックします。
	�
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9
�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバ
を使う

����
�������、����
������������または����
��

��� �
�-�����
�をプリントサーバとして使用した
場合のクライアント側のセットアップ方法を説
明します。

����
��� ���� ����
��� ��のプリントサーバを
使う場合、����
��� ���� ����
��� ��の共有プ
リンターを選択します。

制限

❒ 0��
*� 
&� ����ポートで本機を接続している
プリントサーバをお使いの場合、クライアン
トからの代行印刷を行なうことはできませ
ん。

補足

❒ ここでの説明はクライアント側が����
��

���� ����
�����と正しく通信できる環境に
設定されていることを前提にしています。設
定されていない場合は、クライアント側に必
要なソフトウェアを組み込んでからセット
アップを行ってください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［設定］
をポイントし、［プリンタ］をクリックし
ます。

B［プリンタの追加］アイコンをダブルク
リックします。

［プリンタウィザード］が表示されます。

C［ネットワークプリンタ］をクリックし、
［次へ］をクリックします。

D［次へ］をクリックします。

E プリントサーバとして使用するコン
ピュータの名前をダブルクリックしま
す。

組み込まれている共有プリンターが展開さ
れます。

F［共有プリンタ］ボックスで印刷するプリ
ンターをクリックして反転表示させ、
［�H］をクリックします。

Windows 2000�
Windows NT�
プリントサーバ�
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補足

❒ プリントサーバにプリンタードライ
バーが組み込まれていないときはメッ
セージが表示されます。クライアント側
にプリンタードライバーを組み込むと
きは［&=］をクリックし、メッセージに
したがって操作を続けてください。

❒ ����
�������用のプリンタードライバー
は、プリンターに付属の/'�0&"にあり
ます。

G 通常使うプリンターにするかどうかを選
択し、［次へ］をクリックします。

H 設定内容を確認し、［完了］をクリックし
ます。

［プリンタ］ウィンドウにプリンターのアイ
コンが追加されます。
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名前とコメントを変更する

0��
*� 
&���5��や0��
*� 
&�����で一覧表示した
プリンターを識別しやすくするために、表示さ
れる名前を変えたりコメントを付けることがで
きます。

表示される名前やコメントを変更するには、以
下のユーティリティーを使用します。

❖ �
%��� ��+%0
�
�/� 
�プロトコルまたは 
�	 ��	プロトコ
ルが使用できる場合、0��
*�
&���5��を使用
して名前とコメントを変更できます。0��
*


&���5��は、プリンター本体に付属している
/'�0&" からインストールします。インス
トール方法について詳しくはプリンター本
体のセットアップガイドを参照してくださ
い。

❖ 9$=ブラウザ
�/� 
�プロトコルが使用できる場合、��:ブ
ラウザを使用して名前とコメントを変更で
きます。

補足

❒ �/� 
�プロトコルで表示される名前（プリン
タ名）と�����.
プロトコルで表示される名
前（コンピュータ名）は個別に変更します。コ
メントは共通です。

❒ 工場出荷時の名前には「%��」とネットワーク
インターフェースボードの
 �アドレスの下&
バイトで構成される名前が設定されています。
たとえば、
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の
場合は「%��*���& 」です。コメントは設定さ
れていません。

❒ 拡張+&	)ボード（オプション）を装着している
場合、ネットワークインターフェースボード
の物理アドレス（���,*)）の下
バイトで構成
される名前が設定されています。たとえば、物
理アドレス（���,*)）が��'��'()'��'��'�+'�('� 
の場合は「%�������+�(� 」です。��-ブラウ
ザから設定できます。

�
%��� ��+%0
�の場合

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

•［�/� 
�］を選択すると、�/� 
�プロトコ
ルを使用しているプリンターが一覧表
示されます。

•［
�	 ��	］を選択すると、
�	 ��	プロト
コルを使用しているプリンターが一覧
表示されます。
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C 名前やコメントを変更したいプリンター
をクリックして反転表示させ、［ツール］
メニューの［イーサネットボード設定］を
クリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動しま
す。

D［プロパティシート］をクリックし、［�H］
をクリックします。

E 名前とコメントを変更します。

-!#� #の場合

A［一般］タブの［デバイス名］と［コメ
ント］に名前とコメントを入力します。

•［デバイス名］には、プリンターの名前
を+&バイト以内の半角英数字で入力し
ます。工場出荷時は「%��」とネット
ワークインターフェースボードの

 �アドレスの下&バイトで構成され
る名前が設定されています。たとえば

 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の場
合は「%��*���& 」です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

:$�8/> の場合

A［一般］タブの［コメント］にコメント
を入力します。

B［:$�8/> ］タブをクリックします。

C［コンピュータ名］に名前を入力しま
す。
��
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•［コンピュータ名］には、�������プロ
トコルでプリンタを識別するための名
前を入力します。工場出荷時は「%��」
とネットワークインターフェースボー
ドの
 �アドレスの下&バイトで構成
される名前が設定されています。たと
えば
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& 
の場合は「%��*���& 」です。入力で
きる文字は半角英数字（大文字）と半角
記号（./01�'23456789:;およびスペースを
除く）で+&バイト以内です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。同
じネットワーク上にある他の機器と重
複しない名前を付けてください。

F［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了し、設
定がプリンターに送信されます。

G �
%��� ��+%0
�を終了します。

9$=ブラウザの場合

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（設定を変更するプリン
ターの #アドレス）�」と入力します。

��: ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［ネットワーク設定］をクリックします。

ユーザー名とパスワードを入力するダイア
ログが表示されます。

D パスワードを入力し、［�H］をクリックし
ます。

工場出荷時の設定の場合、ユーザー名は空欄
に、パスワードには「��*
+」と入力します。

E 名前とコメントを変更します。

-!#� #の場合

A［一般］の［名前］と［コメント］に、名
前とコメントを入力します。
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•［プリンタ名］には、プリンターの名前
を+&バイト以内の半角英数字で入力し
ます。工場出荷時は「%��」とネット
ワークインターフェースボードの

 �アドレスの下&バイトで構成され
る名前が設定されています。たとえば

 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の場
合は「%��*���& 」です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

:$�8/> の場合

A［:$�8/> ］をクリックします。

B［コンピュータ名］と［コメント］に、名
前とコメントを入力します。

•［コンピュータ名］には、�������プロ
トコルでプリンタを識別するための名
前を入力します。工場出荷時は「%��」
とネットワークインターフェースボー
ドの
 �アドレスの下&バイトで構成
される名前が設定されています。たと
えば
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& 
の場合は「%��*���& 」です。入力で
きる文字は半角英数字（大文字）と半角
記号（./01�'23456789:;およびスペースを
除く）で+&バイト以内です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。同
じネットワーク上にある他の機器と重
複しない名前を付けてください。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

F［更新］をクリックします。

設定がプリンターに送信されます。

G 9$=ブラウザを終了します。
�	
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プリンターの状態表示

0��
*�
&���5��、0��
*�
&�����、��:ブラウザを
使ってプリンターの状態を確認できます。

�
%��� ��+%0
�の場合

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

一覧にプリンターの状態がアイコンで表示
されます。

補足

❒ 状態アイコンについて詳しくはヘルプ
を参照してください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、一覧
で状態を知りたいプリンターをクリック
して反転表示させ、［機器］メニューの［開
く］をクリックします。

選択したプリンターの情報ダイアログが表
示されます。

D［プリンタ］をクリックします。

プリンターの状態が表示されます。

補足

❒ ダイアログの各項目について詳しくは
ヘルプを参照してください。

�
%��� ��:&;
の場合
0��
*� 
&�����を使用してプリンターの状態を表
示させるには、あらかじめ状態を表示させたい
プリンターを監視するように設定しておく必要
があります。

監視するプリンターに設定するには

A �
%��� ��:&;
を起動します。

タスクバーの右端に0��
*� 
&� ����アイコン
が表示されます。



プリンターの状態表示

�

B �
%���  �� :&;
アイコンをマウスの右ボタ
ンでクリックし、表示されたポップアッ
プメニューに目的のプリンターが設定さ
れているかどうかを確認します。

設定されている場合には、�#�%�「プリンター
の状態を表示する」に進みます。

補足

❒ '1/�環境で本機をご使用の場合、本機
の再起動などにより、状態表示アイコン
が通常接続時と異なる場合があります。
この場合、本機を設定しなおしてくださ
い。

❒ 状態表示アイコンについては0��
*� 
&

����のヘルプを参照してください。

C 目的のプリンターが設定されていない場
合は、ポップアップメニューの［設定］を
クリックします。

［0��
*�
&������設定］ダイアログが表示され
ます。

D 監視するプリンターをクリックして反転
表示させ、［設定］の［監視対象にする］に
�印を付けます。

補足

❒［タスクバーアイコンに表示する］に�印
を付けると、タスクトレイの0��
*�
&�����

アイコンにプリンターの状態がアイコン
で表示されるようになります。

E［�H］をクリックします。

ダイアログが閉じ、設定したプリンターが監
視の対象に含まれます。
��
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�

プリンターの状態を表示する

A �
%��� ��:&;
を起動します。

B タスクトレイの�
%���  �� :&;
アイコンに
プリンターの状態が表示されます。

補足

❒ 状態アイコンについて詳しくはヘルプ
を参照してください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、�
%��

 �� :&;
アイコンをマウスの右ボタンでク
リックし、状態を知りたいプリンターを
クリックします。

プリンターの状態が、ダイアログに表示され
ます。

補足

❒ ダイアログの各項目について詳しくは
ヘルプを参照してください。

9$=ブラウザの場合

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（状態を表示させたいプ
リンターの #アドレス）�」と入力します。

��: ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［状態］をクリックすると給紙トレイの用
紙の量などを調べることができます。

補足

❒ それぞれの項目について詳しくは、ヘル
プを参照してください。



	� 9
�%��4�:-����で使う
9
�%��4�:-����セットアップガイド

プリントサーバを使わないで印刷するとき
�������や����
��� ���� ����
��� ��のプリントサーバを使わないで直接ネットワークプリンターに
印刷する場合は、次の流れでセットアップを行います。

A 使用するプロトコルを決定します。

ネットワーク管理者の方と相談し、使用するプロトコルを決定します。

• �/� 
�プロトコル

• 
��プロトコル

• �����.
プロトコル

B プロトコルの準備をします。

Aで決定したプロトコルを使うための準備をします。

• �/� 
�印刷のための準備⇒��#�!�「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」

• 
��印刷のための準備⇒��#�!�「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」

• �����.
印刷のための準備⇒��#���「�����.
印刷のための準備」

C �
%��� ��:&;
をインストールし、プリンタードライバーのポートを設定します。

• 0��
*�
&�����のインストール⇒��#���「0��
*�
&�����のインストール」

• ポートを設定する⇒��#���「ポートを設定する」

C#�ポートを使用して印刷するとき
9�0を使って印刷する場合の設定方法は、�#�$�「9�0ポートを使った�/� 
�印刷」をご覧ください。

9
�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバを使って印刷
するとき
����
������� ����
�����のプリントサーバを使った場合のクライアントの設定方法は�#���「����
��

���� ����
�����のプリントサーバを使う」をご覧ください。
��
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�

プロトコルの準備をする

-!#� #印刷、 ##印刷のため
の準備
�/� 
�プロトコルまたは 
��を使って印刷する
場合は、以下の説明にしたがってネットワーク
環境を設定してください。

プリンターの環境設定

�/� 
�プロトコルを使って印刷できるように、
プリンターのネットワーク環境を設定してお
きます。

• �/� 
�プロトコルを有効にする（工場出荷時
は有効です）

• 
�アドレスなど �/� 
�に関する項目を設定
する

参照

設定方法について詳しくは、プリンター本体
のセットアップガイドを参照してください。

'1/�を使用してプリンターの 
�アドレス
を設定するときは、�#��!�「'1/�を使用す
る」を参照してください。

補足

❒ 
�アドレスを設定したら正しく設定されたか
どうか����
�����上から確認してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］をポイントし、［コマンドプロン
プト］をクリックします。

B 次のように入力して確認します。（
�アド
レスが���#�%!#��#�%の場合）
C:> ping 192.168.15.16
正しく設定されていると次のように表
示されます。
Reply from 192.168.15.16 : bytes=32
time<10ms TTL=32
間違って設定されていると次のように
表示されます。
Request timed out.

9
�%��4�:-の環境設定

����
�����に「�/� 
�プロトコル」と「"�*�
�
6�

�/� 
�印刷」ソフトウェアを組み込み、�/� 
�の
プロパティを設定します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク］
アイコンをダブルクリックし、［プロトコ
ル］タブの［ネットワークプロトコル］
ボックスに「-!#� #プロトコル」が組み込
まれていることを確認します。

補足

❒「�/� 
�プロトコル」が組み込まれてい
ないときは、［プロトコル］タブの［追加］
をクリックして組み込んでください。組
み込みの詳しい操作方法については
����
�����のヘルプを参照してくださ
い。

B -!#� #プロトコルを組み込んだら、プロ
パティを設定します。

設定内容はネットワーク管理者の方に確認
し、正しく設定してください。



プロトコルの準備をする

�

C C#�を使って印刷する場合は、［サービス］
タブをクリックし、ネットワークサービ
スとして「3
���4����-!#� #印刷」が組み
込まれていることを確認します。

「"�*�
�
6���/� 
�印刷」が組み込まれていな
いときは、［サービス］タブの［追加］をクリッ
クして組み込んでください。組み込みの詳し
い操作方法については����
�����のヘルプ
を参照してください。

:$�8/> 印刷のための準備
�����.
プロトコルを使って印刷する場合は、
以下の説明にしたがってネットワーク環境を
設定してください。

プリンターの環境設定

�����.
プロトコルを使って印刷できるように、
プリンターの �����.
プロトコルを有効にしま
す（工場出荷時は有効です）。

参照

設定方法について詳しくは、プリンター本体
のセットアップガイドを参照してください。

9
�%��4�:-の環境設定

����
�����に「�����.
プロトコル」を組み込
み、9��アダプタ（9���）番号を変更します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク］
アイコンをダブルクリックし、［プロトコ
ル］タブの［ネットワークプロトコル］
ボックスに「:$�8/> プロトコル」が組み
込まれていることを確認します。

補足

❒「�����.
プロトコル」が組み込まれてい
ないときは、［プロトコル］タブの［追加］
をクリックして組み込んでください。組
み込みの詳しい操作方法については
����
��� ��のヘルプを参照してくださ
い。
�
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�

B C+:+番号を変更します。［サービス］タブ
をクリックし、［ネットワークサービス］
ボックスの「:$�8 �5インターフェイス」
をクリックして反転表示させ、［プロパ
ティ］をクリックします。

C［ネットワークルート］見出しの「:=�プロ
トコル」に対応したC+:+番号をクリック
して反転表示させ、［編集］をクリックし
ます。

D C+:+番号として「�」を入力します。

補足

❒ 他のプロトコルの9���番号が�に設定
されているときは、そのプロトコルを�

以外に変更してください。

E［�H］をクリックします。

F［閉じる］をクリックし、［ネットワーク］
ダイアログを閉じます。

G 再起動するかどうか確認するメッセージ
が表示されるので、［はい］をクリックし
ます。

補足

❒ 9���番号を変更したときは必ず再起動
してください。
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�

�
%��� ��:&;
を使う

�/� 
�、�����.
、
��プロトコルを使用して
ネットワークプリンターに印刷するには、
0��
*�
&�����を使用します。0��
*�
&�����を使
用することにより、次の機能を使用すること
ができます。

• プリントサーバがなくても、直接ネットワー
クプリンターに印刷できます。

• 指定したプリンターにジョブがたまってい
たり、エラーが発生して印刷できないとき
に、代わりのプリンターに印刷できます。（代
行印刷）

• 複数部数の印刷を複数のプリンターに割り
振って印刷できます。（並行印刷）

• 印刷データを転送中または印刷中に指定し
たプリンターにエラーが発生した場合、エ
ラーメッセージを通知させることができま
す。

制限

❒ 代行印刷、並行印刷の設定には制限がありま
す。詳細は0��
*�
&�����のヘルプを参照して
ください。

❒ コンピュータをプリントサーバとして使用
している場合、並行印刷、代行印刷、印刷通
知の各機能を使用しないでください。機能を
オフにする方法については、0��
*�
&�����の
ヘルプを参照してください。

�
%��� ��:&;
のインストール
0��
*�
&�����のインストールには、0��
*�
&�����

のみをインストールする方法と、オートランプ
ログラムを使用して必要なソフトウェアをすべ
てインストールする方法があります。� ここで
は、0��
*� 
&�����のみをインストールする方法
を説明します。

補足

❒ オートランプログラムを使用して必要なソ
フトウェアをすべてインストールする場合
は、オートランプログラムのメニューで「お
すすめインストール」を選択してください。
詳細については、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

❒ �
��� ����や"2,��� '���*�� �����で使用していた
印刷ポートがある場合、0��
*�
&�����に引き
継がれます。

❒ 0��
*� "���3��� 6
�� /,����をご使用中の場合
は、0��
*�"���3���6
��/,����を終了させてか
らインストールを始めてください。

❒ 0��
*� 
&� ����のインストールの最後にコン
ピュータを再起動するように指示するダイ
アログが表示されることがあります。再起動
してもいいように、起動中のプログラムをす
べて終了させてからインストールを始めて
ください。

❒ お使いのプリンターの機種により、画面が一
部異なることがあります。ご了承ください。

A 本機に付属の!6���3をパソコンの!6�

��3ドライブにセットします。

インストーラーが起動します。

補足

❒ システムの設定によってはインストー
ラーが自動的に起動しないことがありま
す。その場合は、/'�0&"のルートディレ
クトリにある「���.�#�	�」をダブルク
リックして起動してください。
��
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B セットアップ画面が表示されたら、
［�
%��� ��:&;
］をクリックします。

0��
*� 
&� ����のインストーラーが起動しま
す。

C［ようこそ］ダイアログが表示されたら、
［次へ］をクリックします。

D［製品ライセンス契約］ダイアログにソフ
トウェア使用許諾契約が表示されます。
すべての項目をお読みください。同意す
る場合は、［はい］をクリックします。

E 表示されるメッセージに従って�
%���  �

:&;
をインストールします。インストール
が完了すると次のメッセージが表示され
ます。

アンインストールのしかた

操作の前に

0��
*� 
&� ����をアンインストールするとき
は、以下の点に注意してください。

• 0��
*�
&�����が起動している場合は終了
しておくこと

• 0��
*�
&�����を使用した印刷ポートが使
用されていないこと

A［コントロールパネル］を開き、［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコンをダ
ブルクリックします。

B［インストールと削除］タブで、［�
%��� �

:&;
］をクリックして反転表示させ、［追加
と削除］をクリックします。

C 確認のメッセージが表示されるので、［は
い］をクリックします。

アンインストーラーが起動し、0��
*�
&�����

が削除されます。
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�

D 削除が終了したら、コンピュータを再起
動します。

ポートを設定する
プリンタードライバーをインストールしたあ
と、印刷先のポートを変更します。この作業が終
了すると、0��
*� 
&�����による印刷が可能にな
ります。

操作の前に

印刷するプリンターの電源を入れた状態で
操作を始めてください。

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

B［ポート］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

C［�
%��� ��:&;
］をクリックして反転表示
させ、［新しいポート］をクリックします。

次の画面が表示され、�/� 
�プロトコルで印
刷可能なプリンターが検索されます。

D 印刷するプリンターを選択します。

-!#� #

A［-!#� #］をクリックします。

�/� 
�プロトコルで印刷可能なプリン
ターの一覧が表示されます。

B 印刷するプリンターをクリックして選
択し、［�H］をクリックします。
�	
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補足

❒ ここにはコンピューターからのブ
ロードキャストに応答したプリン
ターだけが表示されます。ここに表
示されないプリンターに印刷すると
きは、［アドレス指定］をクリックし、
プリンターの 
�アドレスまたはホス
ト名を直接入力してください。

:$�8/> 

A［:$�8/> ］をクリックします。

�����.
プロトコルで印刷可能なプリン
ターの一覧が表示されます。

B 印刷するプリンターをクリックして選
択し、［�H］をクリックします。

補足

❒ ここにはコンピューターからのブロー
ドキャストに応答したプリンターだけ
が表示されます。ここに表示されない
プリンターに印刷するときは、［アドレ
ス指定］をクリックし、�������アドレ
スを直接入力してください。�������
アドレスは、システム設定リストで確
認できます。システム設定リストの印
刷方法は、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。シ
ステム設定リストでは�������アドレ
スが「88%��<<<<8<<<」と表示されてい
ます。先頭の「88」を「==」に変更し
て入力してください。

❒ ルーターを越えたプリンターには印
刷できません。

 ##

A［ ##］をクリックします。

［
��の設定］ダイアログが表示されます。
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�

B［プリンタの>�C］に印刷するプリン
ターの #アドレスとポート番号を「�������

（プリンターの #アドレス）���
��$�」のよ
うに入力します。

C 必要に応じて［ ##ポート名］にプリン
ターを区別するための名前を入力しま
す。すでにある他の  ##ポート名と違
う名前を入力してください。

入力を省略すると、［プリンタの.09］に
入力したアドレスが 
��ポート名に設定
されます。

D プロキシサーバーや  ##ユーザー名な
どの設定を行う場合は、［詳細設定］を
クリックし、必要な項目を設定します。

補足

❒ 設定項目の詳細については、ヘルプ
を参照してください。

E �Hをクリックします。

F 設定した印刷ポートが［印刷するポート］
ボックスに表示されていることを確認
し、［�H］をクリックします。

これで設定は終了です。

印刷するときは、ここで設定したプリンター
を選択し、通常の印刷と同じように操作して
ください。自動的に0��
*�
&�����を使って印
刷します。�

ポートの設定を変更する
並行印刷や代行印刷、�/� 
�、
��の.09やプロ
キシサーバなど、0��
*� 
&�����の設定を変更す
ることができます。

補足

❒ �����.
プロトコルには設定項目がありませ
ん。

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。
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B［ポート］タブをクリックし［ポートの構
成］をクリックします。

設定画面の詳細については0��
*� 
&� ����の
ヘルプを参照してください。

0��
*�
&�����の設定画面が表示されます。

• �/� 
�プロトコルの場合、タイムアウト
の設定ができます。

補足

❒ 設定画面の詳細については、ヘルプ
を参照してください。

• 
��の場合、
��ユーザー設定やプロキシ
などの設定ができます。

補足

❒ 設定画面の詳細については、ヘルプ
を参照してください。



C#�ポートを使った-!#� #印刷

�

C#�ポートを使った-!#� #印刷

9�0ポートに�/� 
�プロトコルを使って印刷す
るときは、プリンタードライバーで次のように
設定します。

補足

❒ ここではすでにプリンタードライバーがイ
ンストールされているものとして、ポートを
9�0に変更する手順だけを説明します。

❒ あらかじめ �/� 
�印刷のためのネットワー
ク環境を設定しておく必要があります。�#�!

「�/� 
�印刷、
��印刷のための準備」を参照
して正しく設定してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［設定］
をポイントし、［プリンタ］をクリックし
ます。

B 印刷するプリンターのアイコンをクリッ
クして反転表示させ、［ファイル］メ
ニューの［プロパティ］をクリックしま
す。

C［ポート］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

D［利用可能なプリンタポート］ボックスで
「C#��#���」をクリックして反転表示させ、
［新しいポート］をクリックします。

補足

❒「>�%�����」が表示されない場合は、「
������?�
������印刷」が正しく組み込まれていませ
ん。

E［,�%を提供しているサーバーの名前または
アドレス］ボックスに、プリンターの #ア
ドレスを入力します。

F［サーバーのプリンタ名またはプリンタ
キュー名］ボックスに「,�」と入力し、［�H］
をクリックします。
��
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G［閉じる］をクリックします。

H［印刷するポート］ボックスに #アドレス
のポートが表示され、チェックボックス
に�印が付いていることを確認し、［�H］
をクリックします。
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�%��4�:-のプリントサーバを使う

�

9
�%��4�'����9
�%��4�:-のプリントサーバ
を使う

����
�������、����
������������または����
��

��� �
�-�����
�をプリントサーバとして使用した
場合のクライアント側のセットアップ方法を説
明します。

����
��� ���� ����
��� ��のプリントサーバを
使う場合、����
��� ���� ����
��� ��の共有プ
リンターを選択します。

制限

❒ 0��
*� 
&� ����ポートで本機を接続している
プリントサーバをお使いの場合、クライアン
トからの代行印刷を行なうことはできませ
ん。

補足

❒ ここでの説明はクライアント側が����
��

���� ����
�����と正しく通信できる環境に
設定されていることを前提にしています。設
定されていない場合は、クライアント側に必
要なソフトウェアを組み込んでからセット
アップを行ってください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［設定］
をポイントし、［プリンタ］をクリックし
ます。

B［プリンタの追加］アイコンをダブルク
リックします。

［プリンタウィザード］が表示されます。

C［ネットワークプリンタサーバー］をク
リックし、［次へ］をクリックします。

D プリントサーバとして使用するコン
ピュータの名前をダブルクリックしま
す。

組み込まれている共有プリンターが展開さ
れます。

E［共有プリンタ］ボックスで印刷するプリ
ンターをクリックして反転表示させ、
［�H］をクリックします。

Windows 2000�
Windows NT�
プリントサーバ�
�
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補足

❒ プリントサーバにプリンタードライ
バーが組み込まれていないときはメッ
セージが表示されます。クライアント側
にプリンタードライバーを組み込むと
きは［&=］をクリックし、メッセージに
したがって操作を続けてください。

❒ ����
��� ��� �#�用のプリンタードライ
バーは、プリンターに付属の/'�0&"

にあります。

F 通常使うプリンターにするかどうかを選
択し、［次へ］をクリックします。

G インストールが終了したら［完了］をク
リックします。

［プリンタ］ウィンドウにプリンターのアイ
コンが追加されます。



名前とコメントを変更する

�

名前とコメントを変更する

0��
*� 
&���5��や0��
*� 
&�����で一覧表示した
プリンターを識別しやすくするために、表示さ
れる名前を変えたりコメントを付けることがで
きます。

表示される名前やコメントを変更するには、以
下のユーティリティーを使用します。

❖ �
%��� ��+%0
�
�/� 
�プロトコルまたは 
�	 ��	プロトコ
ルが使用できる場合、0��
*�
&���5��を使用
して名前とコメントを変更できます。0��
*


&���5��は、プリンター本体に付属している
/'�0&"からインストールします。インス
トール方法について詳しくはプリンター本
体のセットアップガイドを参照してくださ
い。

❖ 9$=ブラウザ
�/� 
�プロトコルが使用できる場合、��:ブ
ラウザを使用して名前とコメントを変更で
きます。

補足

❒ �/� 
�プロトコルで表示される名前（プリン
タ名）と�����.
プロトコルで表示される名
前（コンピュータ名）は個別に変更します。コ
メントは共通です。

❒ 工場出荷時の名前には「%��」とネットワーク
インターフェースボードの
 �アドレスの下&
バイトで構成される名前が設定されています。
たとえば、
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の
場合は「%��*���& 」です。コメントは設定さ
れていません。

❒ 拡張+&	)ボード（オプション）を装着している
場合、ネットワークインターフェースボード
の物理アドレス（���,*)）の下
バイトで構成
される名前が設定されています。たとえば、物
理アドレス（���,*)）が��'��'()'��'��'�+'�('� 
の場合は「%�������+�(� 」です。��-ブラウ
ザから設定できます。

�
%��� ��+%0
�の場合

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

•［�/� 
�］を選択すると、�/� 
�プロトコ
ルを使用しているプリンターが一覧表
示されます。

•［
�	 ��	］を選択すると、
�	 ��	プロト
コルを使用しているプリンターが一覧
表示されます。
(�



('

9
�%��4�:-����で使う

�

C 名前やコメントを変更したいプリンター
をクリックして反転表示させ、［ツール］
メニューの［イーサネットボード設定］を
クリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動しま
す。

D［プロパティシート］をクリックし、［�H］
をクリックします。

E 名前とコメントを変更します。

-!#� #の場合

A［一般］タブの［デバイス名］と［コメ
ント］に名前とコメントを入力します。

•［デバイス名］には、プリンターの名前
を+&バイト以内の半角英数字で入力し
ます。工場出荷時は「%��」とネット
ワークインターフェースボードの

 �アドレスの下&バイトで構成され
る名前が設定されています。たとえば

 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の場
合は「%��*���& 」です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

:$�8/> の場合

A［一般］タブの［コメント］にコメント
を入力します。

B［:$�8/> ］タブをクリックします。

C［コンピュータ名］に名前を入力しま
す。



名前とコメントを変更する

�

•［コンピュータ名］には、�������プロ
トコルでプリンタを識別するための名
前を入力します。工場出荷時は「%��」
とネットワークインターフェースボー
ドの
 �アドレスの下&バイトで構成
される名前が設定されています。たと
えば
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& 
の場合は「%��*���& 」です。入力で
きる文字は半角英数字（大文字）と半角
記号（./01�'23456789:;およびスペースを
除く）で+&バイト以内です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。同
じネットワーク上にある他の機器と重
複しない名前を付けてください。

F［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了し、設
定がプリンターに送信されます。

G �
%��� ��+%0
�を終了します。

9$=ブラウザの場合

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（設定を変更するプリン
ターの #アドレス）�」と入力します。

��:ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［設定］をクリックします。

ユーザー名とパスワードを入力するダイア
ログが表示されます。

D パスワードを入力し、［�H］をクリックし
ます。

工場出荷時の設定の場合、ユーザー名は空欄
に、パスワードには「��*
+」と入力します。

E 名前とコメントを変更します。

-!#� #の場合

A［一般］の［名前］と［コメント］に、名
前とコメントを入力します。
(	
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•［プリンタ名］には、プリンターの名前
を+&バイト以内の半角英数字で入力し
ます。工場出荷時は「%��」とネット
ワークインターフェースボードの

 �アドレスの下&バイトで構成され
る名前が設定されています。たとえば

 �アドレスが��'��'()'*�'��'& の場
合は「%��*���& 」です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

:$�8/> の場合

A［:$�8/> ］をクリックします。

B［コンピュータ名］と［コメント］に、名
前とコメントを入力します。

•［コンピュータ名］には、�������プロ
トコルでプリンタを識別するための名
前を入力します。工場出荷時は「%��」
とネットワークインターフェースボー
ドの
 �アドレスの下&バイトで構成
される名前が設定されています。たと
えば
 �アドレスが��'��'()'*�'��'& 
の場合は「%��*���& 」です。入力で
きる文字は半角英数字（大文字）と半角
記号（./01�'23456789:;およびスペースを
除く）で+&バイト以内です。%��または
��!で始まる名前は入力できません。同
じネットワーク上にある他の機器と重
複しない名前を付けてください。

•［コメント］には、プリンターのコメ
ントを��バイト以内で入力します。

F［更新］をクリックします。

設定がプリンターに送信されます。

G 9$=ブラウザを終了します。



プリンターの状態表示
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プリンターの状態表示

0��
*�
&���5��、0��
*�
&�����、��:ブラウザを
使ってプリンターの状態を確認できます。

�
%��� ��+%0
�の場合

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

一覧にプリンターの状態がアイコンで表示
されます。

補足

❒ 状態アイコンについて詳しくはヘルプ
を参照してください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、一覧
で状態を知りたいプリンターをクリック
して反転表示させ、［機器］メニューの［開
く］をクリックします。

選択したプリンターの情報ダイアログが表
示されます。

D［プリンタ］をクリックします。

プリンターの状態が表示されます。

補足

❒ ダイアログの各項目について詳しくは
ヘルプを参照してください。

�
%��� ��:&;
の場合
0��
*� 
&�����を使用してプリンターの状態を表
示させるには、あらかじめ状態を表示させたい
プリンターを監視するように設定しておく必要
があります。

監視するプリンターを設定する

A �
%��� ��:&;
を起動します。

タスクバーの右端に0��
*� 
&� ����アイコン
が表示されます。
(�
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B �
%���  �� :&;
アイコンをマウスの右ボタ
ンでクリックし、表示されたポップアッ
プメニューに目的のプリンターが設定さ
れているかどうかを確認します。

設定されている場合には、�#%$�「プリンター
の状態を表示する」に進みます。

補足

❒ '1/�環境で本機をご使用の場合、本機
の再起動などにより、状態表示アイコン
が通常接続時と異なる場合があります。
この場合、本機を設定しなおしてくださ
い。

❒ 状態表示アイコンについては0��
*� 
&

����のヘルプを参照してください。

C 目的のプリンターが設定されていない場
合は、ポップアップメニューの［設定］を
クリックします。

［0��
*�
&������設定］ダイアログが表示され
ます。

D 監視するプリンターをクリックして反転
表示させ、［設定］の［監視対象にする］に
�印を付けます。

補足

❒［タスクバーアイコンに表示する］に�印
を付けると、タスクトレイの0��
*�
&�����

アイコンにプリンターの状態がアイコン
で表示されるようになります。

E［�H］をクリックします。

ダイアログが閉じ、設定したプリンターが監
視の対象に含まれます。



プリンターの状態表示

�

プリンターの状態を表示する

A �
%��� ��:&;
を起動します。

B タスクトレイの�
%���  �� :&;
アイコンに
プリンターの状態が表示されます。

補足

❒ 状態アイコンについて詳しくはヘルプ
を参照してください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、�
%��

 �� :&;
アイコンをマウスの右ボタンでク
リックし、状態を知りたいプリンターを
クリックします。

プリンターの状態が、ダイアログに表示され
ます。

補足

❒ ダイアログの各項目について詳しくは
ヘルプを参照してください。

9$=ブラウザの場合

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（状態を表示させたいプ
リンターの #アドレス）�」と入力します。

��: ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［状態］をクリックすると給紙トレイの用
紙の量などを調べることができます。

補足

❒ それぞれの項目について詳しくは、ヘル
プを参照してください。
(�



�� :$�9&�$で使う
�������でネットワークプリンターを使用する場合の設定のしかたを説明します。�������ではプリン
ターを「プリントサーバ」または「リモートプリンタ」として接続することができます。

補足

❒ あらかじめプリンターの操作パネルを使って�������を有効にしておきます。設定方法については
プリンター本体のセットアップガイドを参照してください。

❖ �
%��� ��+%0
�について
プリンターを�������環境で使用するには、0��
*� 
&���5��を使用して�������のプリント環境を
設定します。0��
*�
&���5��のインストールについては、プリンター本体のセットアップガイドを
参照してください。

補足

❒ 下記の環境で0��
*�
&���5��を使用してプリント環境を設定するときは、�
��,,から提供され
ている�������クライアントがインストールされている必要があります。

• ����
����� �! "�で、�'�モードのとき

• ����
������� ����
�������#�で�'�モードまたは������4モードのとき

❖ �
%��� ��+%0
�に表示されるプリンターについて
0��
*�
&���5��には、ネットワークに接続されているプリンターの一覧が表示されます。

表示されるプリンター名から目的のプリンターがわからないときは、プリンターからシステム設
定リストを印刷し、そのプリンター名と比較して目的のプリンターを探してください。
システム設定リストの印刷方法については、プリンター本体のセットアップガイドを参照してく
ださい。
(




��

:$�9&�$で使う

�

:$�9&�$	�FGでのセットアップ

�������のプリンター環境の設定のしかたはプ
リンターの使い方（プリントサーバ／リモート
プリンタ）によって異なります。ここでは
��������#() において、プリンターをプリント
サーバとして使う場合と、リモートプリンタと
して使う場合について説明します。

補足

❒ �������が正しく動作し、プリントサービス
を設定できる環境が整っていることを前提
にしています。

❒ 操作例は次の条件で設定しています。

• ファイルサーバの名前>/�0��

• プリントサーバの名前>���0?

• プリンターの名前>0��0�

• キューの名前>0�@.�.�

プリントサーバとして使う

A 51�$�;
4�� または同等の権利を持つユー
ザとしてログインします。

B �
%��� ��+%0
�を起動します。

C［グループ］メニューの［ローカルネット
を開く］をポイントし、［ #?�5#?］を選択
します。

設定できるプリンターの一覧が表示されま
す。

補足

❒ 表示されるプリンタ名から設定するプ
リンターがわからないときは、プリン
ターからシステム設定リストを印刷し、
そのプリンター名と比較して目的のプ
リンターを探してください。システム設
定リストの印刷方法については、プリン
ター本体のセットアップガイドを参照
してください。

❒ プリンターが表示されないときは、

�	 ��	プロトコルのフレームタイプを
コンピュータと機器で一致させてくだ
さい。コンピュータのフレームタイプは
����
��の［ネットワーク］ダイアログで
変更します。機器のフレームタイプを変
更する方法は、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

Ridoc IO Adminのインストール�

電源を入れ直す�

プリントサーバとして�
使うとき�

リモートプリンタとして�
使うとき�

■�セットアップは次の流れで行います�

プリントサーバの起動�

NetWareの設定�

ネットワークボードの設定�
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�

制限

❒ �/� 
�の場合、メインウィンドウにはリ
コー以外のプリンターが表示されるこ
とがあります。0��
*� 
&���5��はリコー
以外のプリンターには対応していませ
んので、これらのプリンターは選択しな
いでください。

D 設定するプリンターをクリックして反転
表示させ、［ツール］メニューの［イーサ
ネットボード設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動しま
す。

E［ウィザード］をクリックして選択し、
［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ダイアログが表示
されます。

F 必要に応じて［デバイス名］と［コメント］
を入力し、［次へ］をクリックします。

G［:$�9&�$］に�印を付け、［次へ］をクリッ
クします。

H［バインダリモード］をクリックして選択
し、［ファイルサーバ名］を入力し、［次へ］
をクリックします。

•［ファイルサーバ名］には、プリントサー
バを作成するファイルサーバ名（この例
では/�0��）を入力します。［参照］をク
リックして一覧からファイルサーバを
選択することもできます。

I［プリントサーバ名］、［プリンタ名］、［プ
リントキュー名］を入力し、［次へ］をク
リックします。

•［プリントサーバ名］には、�������のプリ
ントサーバ名（この例では、���0?）を�$

バイト以内の半角英数字で入力します。

•［プリンタ名］には、�������のプリンター
名（この例では、0��0�）を入力します。

•［プリントキュー名］には、�������上に
追加するプリントキューの名前（この例
の場合0�@.�.�）を入力します。
��
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J 設定を確認し、［次へ］をクリックします。

設定が反映され、イーサネットボード設定
ツールが終了します。

K �
%��� ��+%0
�を終了します。

L プリンターの電源を入れ直します。

補足

❒ プリンターが設定どおり動作している
か確認するにはコマンドプロンプトで
次のように入力します。

F:> USERLIST

❒ 正しく動作していると、接続している
ユーザ名としてプリントサーバ名（この
例では���0?）が表示されます。

リモートプリンタとして使う

A 51�$�;
4�� または同等の権利を持つユー
ザとしてログインします。

B �
%��� ��+%0
�を起動します。

C［グループ］メニューの［ローカルネット
を開く］をポイントし、［ #?�5#?］を選択
します。

設定できるプリンターの一覧が表示されま
す。

補足

❒ 表示されるプリンタ名から設定するプ
リンターがわからないときは、プリン
ターからシステム設定リストを印刷し、
そのプリンター名を比較して目的のプ
リンターを探してください。システム設
定リストの印刷方法については、プリン
ター本体のセットアップガイドを参照
してください。

❒ プリンターが表示されないときは、

�	 ��	プロトコルのフレームタイプを
コンピュータと機器で一致させてくだ
さい。コンピュータのフレームタイプは
����
��の［ネットワーク］ダイアログで
変更します。機器のフレームタイプを変
更する方法は、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

制限

❒ �/� 
�の場合、メインウィンドウにはリ
コー以外のプリンターが表示されるこ
とがあります。0��
*� 
&���5��はリコー
以外のプリンターには対応していませ
んので、これらのプリンターは選択しな
いでください。
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D 設定するプリンターをクリックして反転
表示させ、［ツール］メニューの［イーサ
ネットボード設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動しま
す。

E［プロパティシート］をクリックして選択
し、［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ダイアログが表示
されます。

F［:$�9&�$］タブをクリックします。

G 環境を設定します。
A［プリントサーバ名］ボックスにプリン
トサーバの名前を入力します。

補足

❒ �$バイト以内の半角英数字で入力し
てください、

B［ファイルサーバ名］に、プリントサー
バを作成するファイルサーバ名を入力
します。

［参照］をクリックすると、ファイルサー
バを一覧から選択できます。

C［動作モード］グループの［リモートプ
リンタ］をクリックして選択します。

D［リモートプリンタ番号］ボックスにプ
リンタ番号を入力します。

�重要
❒ プリントサーバ上に作成するプリン
ターの番号と一致させてください。

E［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了
します。

H �
%��� ��+%0
�を終了します。

I コマンドプロンプトで「#!�:5�C/」と
入力します。

F:> PCONSOLE
�	
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J プリントキューを作成します。

補足

❒ 既存のプリントキューを使う場合は、手
順Kに進みます。

A［利用可能な項目］メニューから［プリ
ントキュー情報］を選択します。

B �
����キーを押し、プリントキュー名
を入力します。

C ���キーを押します。

［利用可能な項目］メニューに戻ります。

K プリンターを作成します。
A［利用可能な項目］メニューから［プリ
ントサーバ情報］を選択します。

B 新しいプリントサーバを作成する場合
は、�
����キーを押し、プリントサーバ
名を入力します。

既存のプリントサーバを使う場合は、
［プリントサーバ］一覧から使用するプ
リントサーバを選択します。

�重要
❒ 0��
*� 
&� ��5��で設定したプリント
サーバ名（手順G�A）と一致させてく
ださい。

C［プリントサーバ情報］メニューから
［プリントサーバ構成］を選択します。

D［プリントサーバ構成メニュー］から
［プリンタの構成］を選択します。
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E「インストールされていません」と表示
されているプリンターを選択します。

�重要
❒ 0��
*� 
&� ��5��で設定したプリンタ
番号（手順G�D）と一致させてくださ
い。

F プリンターの名前を変更する場合は、
新しい名前を入力します。

名前は選択したプリンターの番号に応
じて「プリンタ×」と付けられています。

G タイプとして［リモートパラレル，
C#-�］を選択します。


0@、バッファサイズ、開始用紙、キュー
サービスモードは自動的に設定されま
す。

H ���キーを押し、確認画面で［I$4］を
選択します。

I ���キーを押します。

［プリントサーバ構成メニュー］に戻り
ます。

L 作成したプリンターにプリントキューを
割り当てます。

A［プリントサーバ構成メニュー］から
［プリンタでサービスされている
キュー］を選択します。

B 手順Kで作成したプリンターを選択し
ます。
��
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C �
����キーを押し、プリンターに割り
当てるキューを選択します。

補足

❒ 複数のキューを選択することもでき
ます。

D 画面表示にしたがって、その他の項目
を入力します。

入力後、プリンターにキューが割り当て
られたことを確認してください。

M「終了しますか？」と表示されるまで ���

キーを押し、［I$4］を選択します。

�/&��&9�が終了します。

N :$�9&�$サーバのコンソールから次のよう
に入力してプリントサーバを起動します。

すでに起動しているときは、いったん停止さ
せてから起動します。

❖ 停止する
CAREE: unload pserver

❖ 起動する
CAREE: load pserver プリントサーバ名

補足

❒ プリンターが設定どおり動作している
と、「プリントジョブ待機中」と表示され
ます。
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:$�9&�$��FG、:$�9&�$�����Gでのセットアップ

�������のプリンター環境の設定のしかたはプ
リンターの使い方（プリントサーバ／リモート
プリンタ）によって異なります。ここでは
��������#() �������� �#�)において、プリンター
をプリントサーバとして使う場合と、リモート
プリンタとして使う場合について説明します。

補足

❒ �������が正しく動作し、プリントサービス
を設定できる環境が整っていることを前提
にしています。

❒ 操作例は次の条件で設定しています。

• ファイルサーバの名前>/�0��

• プリントサーバの名前>���0?

• プリンターの名前>0��0�

• キューの名前>0�@.�.�

❖ :$�9&�$�����Gをお使いの方へ
• プリンターはプリントサーバとしてお
使いください。リモートプリンタとして
は使用できません。

• ピュア 
�環境でお使いの場合は、プリン
ターで�/� 
�プロトコルが使用できるよ
うに設定してください。設定方法につい
ては、プリンター本体のセットアップガ
イドを参照してください。

プリントサーバとして使う

�重要
❒ ��������#() �������� �#�) においてプリント
サーバとして使用する場合は、�'�モードで
使用してください。

A サーバに+%0
�でログインします。

B �
%��� ��+%0
�を起動します。

C［グループ］メニューの［ローカルネット
を開く］をポイントし、［ #?�5#?］または
［-!#� #］を選択します。

設定できるプリンターの一覧が表示されま
す。

補足

❒ �������� �#�)のピュア
�環境でお使いの
方は、［�/� 
�］を選択してください。

❒ 表示されるプリンタ名から設定するプ
リンターがわからないときは、プリン
ターからシステム設定リストを印刷し、
そのプリンター名と比較して目的のプ
リンターを探してください。システム設
定リストの印刷については、プリンター
本体のセットアップガイドを参照して
ください。

Ridoc IO Adminのインストール�

プリントサーバとして�
使うとき�

リモートプリンタとして�
使うとき�

■�セットアップは次の流れで行います�

ネットワークボードの設定�

　　�NetWareの設定�

電源を入れ直す� プリントサーバの起動�

�

��
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❒ プリンターが表示されないときは、

�	 ��	プロトコルのフレームタイプを
コンピュータと機器で一致させてくだ
さい。コンピュータのフレームタイプは
����
��の［ネットワーク］ダイアログで
変更します。機器のフレームタイプを変
更する方法は、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

制限

❒ �/� 
�の場合、メインウィンドウにはリ
コー以外のプリンターが表示されるこ
とがあります。0��
*� 
&���5��はリコー
以外のプリンターには対応していませ
んので、これらのプリンターは選択しな
いでください。

D 設定するプリンターをクリックして反転
表示させ、［ツール］メニューの［イーサ
ネットボード設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ユーティリティー
が起動します。

補足

❒ �������� �#�)のピュア
�環境でご使用の
方は�#$��「�������� �#�)のピュア
�環境
でお使いの方へ」に進んでください。

E［ウィザード］をクリックして選択し、
［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ダイアログが表示
されます。

F 必要に応じて［デバイス名］と［コメント］
を入力し、［次へ］をクリックします。

G［:$�9&�$］に�印を付け、［次へ］をクリッ
クします。

H［:65モード］をクリックして選択し、
［ファイルサーバ名］、［:65ツリー］、
［:65コンテキスト名］を入力し、［次
へ］をクリックします。

•［ファイルサーバ名］には、プリントサー
バを作成するファイルサーバ名（この例
では/�0��）を入力します。［参照］をク
リックして一覧からファイルサーバを
選択することもできます。

•［�'�ツリー］には、プリントサーバを作
成する �'�ツリーの名前を入力します。
［参照］をクリックして一覧から �'�ツ
リーを選択することもできます。
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•［�@Aコンテキスト名］には、プリントサー
バを作成するコンテキストを入力します。
コンテキストは %��� からのオブジェクト
を下の階層から順にピリオド �;$ で区切っ
て入力します。たとえば%���上の組織オブ
ジェクトが@Aで、その下の部門オブジェ
クト����B%C�にプリントサーバを作成
するときは、「����B%C;@A」と入力しま
す。［参照］をクリックして一覧から�@Aコ
ンテキストを選択することもできます。

I［プリントサーバ名］、［プリンタ名］、［プ
リントキュー名］、［キューボリューム］を
入力し、［次へ］をクリックします。

•［プリントサーバ名］には、�������のプリ
ントサーバ名（この例では、���0?）を�$

バイト以内の半角英数字で入力します。

•［プリンタ名］には、�������のプリンター
名（この例では、0��0�）を入力します。

•［プリントキュー名］には、�������上に
追加するプリントキューの名前（この例
の場合0�@.�.�）を入力します。

•［キューボリューム］には、キューを作成
するボリュームを入力します。�ボリュー
ムはオブジェクトを下の階層から順に
ピリオドで区切って入力します。［参照］
をクリックして一覧からボリュームを
選択することもできます。

J 設定を確認し、［次へ］をクリックします。

設定が反映され、イーサネット設定ユーティ
リティーが終了します。

K �
%��� ��+%0
�を終了します。

L プリンターの電源を入れ直します。

補足

❒ プリンターが設定どおり動作している
か確認するにはコマンドプロンプトで
次のように入力します。

F:> NLIST USER /A/B

❒ 正しく動作していると、接続している
ユーザ名としてプリントサーバ名（この
例では���0?）が表示されます。

:$�9&�$�����Gのピュア #環境でお
使いの方へ

補足

❒ 
�	を使用しない場合は、��:ブラウザでプ
リントサーバープロトコルを「�/� 
�A
�	」
から「�/� 
�」に変更しておくことをお勧め
します。

�������� �#�)のピュア 
�環境でキューベースの
プリントサーバを作成する場合、�������アドミ
ニストレータを使用してファイルサーバ上にプ
リントキューを作成する必要があります。� この
場合、�#$$�「プリントサーバとして使う」の手順
E以降を次のように操作してください。

A［プロパティシート］をクリックして選択
し、［�H］をクリックします。

イーサネットボード設定ダイアログが表示
されます。
�
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B［:$�9&�$］タブをクリックします。

C 環境を設定します。
A［プリントサーバ名］ボックスにプリン
トサーバの名前を入力します。

補足

❒ �$バイト以内の半角英数字で入力し
てください、

B［ファイルサーバ名］に、プリントサー
バを作成するファイルサーバ名を入力
します。

［参照］をクリックすると、ファイルサー
バを一覧から選択できます。

C :65コンテキスト名に、プリントサー
バのコンテキストを入力します。

［参照］をクリックすると、�'�コンテキ
ストを一覧から選択できます。

補足

❒ コンテキストは 0

� からのオブジェ
クトを下の階層から順にピリオド ;#<

で区切って入力します。たとえば0

�

上の組織オブジェクトが'�で、その
下の部門オブジェクト����&0=�に
プリントサーバを作成するときは、
「����&0=#'�」と入力します。

D［動作モードグループ］の［プリント
サーバ］をクリックして選択します。

E［�H］をクリックします。

イーサネット設定ユーティリティーが
終了します。

D �
%��� ��+%0
�を終了します。

この後の操作は、�#!��「リモートプリンタと
して使う」の手順I以降を参考にして操作を
行ってください。ただし、手順N�C、Dの操
作は不要です。
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リモートプリンタとして使う

�重要
❒ ��������#()、�������� �#�)においてリモー
トプリンタとして使用する場合は、�'�モー
ドで使用してください。

❒ �������� �#�)のピュア
�環境の場合、リモー
トプリンタとして使用できません。

A サーバに+%0
�でログインします。

B �
%��� ��+%0
�を起動します。

C［グループ］メニューの［ローカルネット
を開く］をポイントし、［ #?�5#?］を選択
します。

設定できるプリンターの一覧が表示されま
す。

補足

❒ 表示されるプリンタ名から設定するプ
リンターがわからないときは、プリン
ターからシステム設定リストを印刷し、
そのプリンター名と比較して目的のプ
リンターを探してください。システム設
定リストの印刷方法については、プリン
ター本体のセットアップガイドを参照
してください。

❒ プリンターが表示されないときは、

�	 ��	プロトコルのフレームタイプを
コンピュータと機器で一致させてくだ
さい。コンピュータのフレームタイプは
����
��の［ネットワーク］ダイアログで
変更します。機器のフレームタイプを変
更する方法は、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

制限

❒ �/� 
�の場合、メインウィンドウにはリ
コー以外のプリンターが表示されるこ
とがあります。0��
*� 
&���5��はリコー
以外のプリンターには対応していませ
んので、これらのプリンターは選択しな
いでください。

D 設定するプリンターをクリックして反転
表示させ、［ツール］メニューの［イーサ
ネットボード設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ユーティリティー
が起動します。

E［プロパティシート］をクリックして選択
し、［�H］をクリックします。

［イーサネットボード設定］ダイアログが表
示されます。

F［:$�9&�$］タブをクリックします。
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G 環境を設定します。
A［プリントサーバ名］ボックスにプリン
トサーバの名前を入力します。

補足

❒ �$バイト以内の半角英数字で入力し
てください、

B［ファイルサーバ名］に、プリントサー
バを作成するファイルサーバ名を入力
します。

［参照］をクリックすると、ファイルサー
バを一覧から選択できます。

C :65コンテキスト名に、プリントサー
バのコンテキストを入力します。

［参照］をクリックすると、�'�コンテキ
ストを一覧から選択できます。

補足

❒ コンテキストは%���からのオブジェク
トを下の階層から順にピリオド�;$で区
切って入力します。たとえば%���上の
組織オブジェクトが@Aで、その下の部
門オブジェクト����B%C� にプリン
ト サ ー バ を 作 成 す る と き は、
「����B%C;@A」と入力します。

D［動作モードグループ］の［リモートプ
リンタ］をクリックして選択します。

E［プリンタ番号］ボックスにプリンタ番
号を入力します。

�重要
❒ プリントサーバ上に作成するプリン
ターの番号と一致させてください。

F［�H］をクリックします。

イーサネット設定ユーティリティーが
終了します。

H �
%��� ��+%0
�を終了します。

I 9
�%��4上で:$�9&�$アドミニストレー
タを起動します。

J プリントキューを作成します。
A 印刷オブジェクトを作成する部門オブ
ジェクトまたは組織オブジェクトを
ディレクトリーツリーから選び、［オブ
ジェクト］メニューの［作成］をクリッ
クします。

B［オブジェクトクラス］ボックスの「プ
リントキュー」をクリックして反転表
示させ、［�H］をクリックします。
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C［プリントキュー名］ボックスにプリン
トキューの名前を入力します。

D［プリントキューボリューム］ボックス
のブラウザボタンをクリックします。

E［オブジェクト］ボックスでプリント
キューを作成するボリュームをクリッ
クして反転表示させ、［�H］をクリック
します。

F 設定内容を確認し、［作成］をクリック
します。

K プリンターを作成します。
A 部門または組織オブジェクトを選び、
［オブジェクト］メニューの［作成］を
クリックします。

B［オブジェクトクラス］ボックスの「プ
リンタ」をクリックして反転表示させ、
［�H］をクリックします。

C［プリンタ名］ボックスにプリンターの
名前を入力します。

D［作成後に詳細を設定］をクリックして
�印を付け、［作成］をクリックします。

L 作成したプリンターにプリントキューを
割り当てます。

A［割り当て］をクリックし、［割り当て］
グループの［追加］をクリックします。
�	
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B［オブジェクト］ボックスで手順Jで作
成したキューをクリックして反転表示
させ、［�H］をクリックします。

C［環境設定］をクリックし、［プリンタタ
イプ］ボックスのドロップダウンメ
ニューから「パラレル」を選び、［通信］
をクリックします。

D［接続タイプ］グループの［手動ロード］
をクリックし、［�H］をクリックしま
す。

E 設定内容を確認し、［�H］をクリックし
ます。

M プリントサーバを作成します。
A 部門または組織オブジェクトを選び、
［オブジェクト］メニューの［作成］を
クリックします。

B［オブジェクトクラス］ボックスの「プ
リントサーバ」をクリックして反転表
示させ、［�H］をクリックします。

C［プリントサーバ名］ボックスにプリン
トサーバの名前を入力します。

�重要
❒ 0��
*� 
&� ��5��で設定したプリント
サーバ名（手順G�A）と一致させてく
ださい。

D［作成後に詳細を設定］をクリックして
�印を付け、［作成］をクリックします。
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N 作成したプリントサーバにプリンターを
割り当てます。

A［割り当て］をクリックし、［割り当て］
グループの［追加］をクリックします。

B［オブジェクト］ボックスで手順Kで作
成したプリンターをクリックして反転
表示させ、［�H］をクリックします。

C［プリンタ］グループで手順Bで割り当
てたプリンターをクリックして反転表
示させ、［プリンタ番号］をクリックし
ます。

D プリンタ番号を入力し、［�H］をクリッ
クします。

�重要
❒ 0��
*� 
&� ��5��で設定したリモート
プリンタ番号（手順G�E）と一致させ
てください。

E 設定内容を確認し、［�H］をクリックし
ます。

O :$�9&�$ サーバのコンソールから次のよ
うに入力してプリントサーバを起動しま
す。

すでに起動しているときは、いったん停止さ
せてから起動します。

❖ 停止する

CAREE: unload pserver

❖ 起動する

CAREE: load pserver
��
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クライアント側のセットアップ

�������のプリントサーバを使用した場合のク
ライアント側のセットアップ方法を説明しま
す。

補足

❒ ここでの説明はクライアントに ������� ク
ライアントソフトウェアがインストールさ
れ、�������のサーバと正しく通信できる環
境に設定されていることを前提にしていま
す。設定されていない場合は、クライアント
側に必要なソフトウェアを組み込んでから
セットアップを行ってください。

❒ 操作例は次の条件で設定しています。

• �������のバージョン>�#�)

• ファイルサーバの名前>/�0��

• キューの名前>0�@.�.�

9
�%��4�
��
��3$

プリンタードライバーをインストールしたあ
と、印刷先のポートを �������のキューに変更
します。

操作の前に

�������のファイルサーバにログインした状
態で操作してください。

A 印刷するプリンターのプリンタードライ
バーを、「ローカルプリンタ」としてイン
ストールします。

参照

インストール方法について詳しくは、プ
リンター本体のセットアップガイドを
参照してください。

補足

❒ インストールの途中でプリンターが使
用するポートを選択しますが、どのポー
トを選んでもかまいません。通常は
「9���」を選んでください。

B［スタート］ボタンをクリックし、［設定］
をポイントし、［プリンタ］をクリックし
ます。

C［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリ
ンターのアイコンをクリックして反転表
示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

D［詳細］タブをクリックし、［ポートの追
加］をクリックします。

E［ネットワーク］をクリックし、［参照］を
クリックします。
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F ネットワークツリー上で、:$�9&�$のファ
イルサーバの名前をダブルクリックしま
す。

作成されているキューが展開されます。

G 印刷するキューをクリックして反転表示
させ、［�H］をクリックします。

H［�H］をクリックします。

［印刷先のポート］ボックスにプリンターへ
のネットワークパスが入力されます。

I［�H］をクリックしてプリンターのプロパ
ティを閉じたあと、もう一度プリンター
のプロパティを開きます。

J［プリンタ設定］タブをクリックします。

K［フォームフィード］と［バナーの使用］の
チェックを両方とも外します。

補足

❒ ����
�� のプリンタードライバーで改
ページの制御を行っているので、フォー
ムフィード（用紙送り）を�������上で
設定する必要はありません。設定してい
ると正しく印刷できない場合がありま
す。

#�4�5��
��印刷するとき

��������	�
 �を含んだモジュールを使って��������	�
印刷するときは、次の設定をします。

A［#�4�5��
��］�タブをクリックします。
��
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B［詳細］をクリックします。

C［ジョブの前に !��,J6 を送信する］と
［ジョブの後に !��,J6 を送信する］の
チェックを両方とも外し、［�H］をク
リックします。

L［�H］をクリックし、プロパティを閉じま
す。

6�5

'&� のアプリケーションから印刷する場合は、
印刷の前に/���.0�コマンドを使って、9���

ポートをネットワークプリンターにリダイレ
クトしておきます。

F:> CAPTURE /S=FSERV /Q=R-QUEUE /NB

•  �で�������のファイルサーバを、 @でキュー
を指定します。

•  ��はバナーを付けないためのオプションで
す。

リダイレクト後に'&�のアプリケーションから
印刷を実行すると �������のキューに印刷デー
タが送られ、ネットワークプリンターで印刷さ
れます。
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セットアップ

"�*���
�+の ��+����,-環境でネットワークプリ
ンターを使用する場合の設定のしかたを説明し
ます。"�*���
�+の操作方法は使用している&�の
バージョンによって多少異なります。ここでは
"�*&�!を例に説明します。その他のバージョン
をお使いの方は、本書の説明内容を参考に、それ
ぞれのマニュアルを参照して設定してくださ
い。

制限

❒ "�*���
�+から印刷するには�
���*��B�� �オプ
ションモジュールがプリンタに増設されて
いる必要があります。

/��$�-&,.への切り替え
��+����,-を使用するには、次の手順でネットワー
クの接続方式を切り替えます。

参照

��+����,-に必要なソフトウェアのインストー
ルについては、"�*���
�+のマニュアルを参照
してください。

A［コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル］を 開 き、
［+��,$-&,.］アイコンをダブルクリックし
ます。

B［経由先］ポップアップメニューから
「/��$��$�」を選択します。

C ゾーンを変更するときは、［現在のゾー
ン］ポップアップメニューから使用する
ゾーンの名前を選択します。

D［+��,$-&,.］コントロールパネルを閉じま
す。

E 3&�
���4�を再起動します。

Macintosh側をEtherTalkに切り替える�

■�セットアップは次の流れで行います�

プリンターの設定�

プリンター名の変更�

動作ゾーンの変更�
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プリンターの設定
プリンター側で �BB,���,- プロトコルを有効に
します（工場出荷時は有効です）。

参照

設定方法についてはプリンター本体のセッ
トアップガイドを参照してください。

プリンター名の変更
同じネットワーク上に同機種のプリンターを複数
台接続するときは、必ずプリンター名を変更してく
ださい。同じプリンター名があると、�
�������の［セ
レクタ］上では��������、��������のようにプリ
ンター名の後に「�」「�」などの番号が付いて表示さ
れます。�
�������の������
��環境でプリンター名を
変更するには、��������	�
�を含んだモジュールに付
属の「���設定ユーティリティ」を使用します。

参照

プリンター名の変更のしかたについて詳し
くは、�
���*��B���を含んだモジュールに付属
の使用説明書を参照してください。

ゾーンの変更
ネットワーク上にゾーンを設定している場合
は、必要に応じてプリンターが所属するゾーン
を変更します。

ゾーンを変更するには、�
���*��B�� �を含んだモ
ジュールに付属の「���設定ユーティリティ」を
使用します。

参照

ゾーンの変更のしかたについて詳しくは、
�
���*��B�� �を含んだモジュールに付属の使
用説明書を参照してください。
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	でネットワークプリンターを使用する場合のセットアップとプリンターの状態表示のしかたを
説明します。

セットアップ

セットアップの作業を簡単に行えるようにインストールシェルが用意されています。インストール
シェルは通常のリモートプリンターのセットアップ作業（ ��* +
���の設定、 ��* B����*�Bの設定、スプー
ルディレクトリの作成）をシェルスクリプトにより自動化して行います。

操作の前に

インストールシェルは次の % 種類のワークステーションに対応しています。これ以外のワークス
テーションの場合はインストールシェルを使わないでセットアップしてください。

• �2�&���#(#(

• �
,������#(�;�2�&���#(）、�
,����$、�
,����!

• 1��.	�!#�$、�#(、��#(、��#(

• 0��1���9��2(��#�、%#�、$

• .��(�����$#�#�

• &B����������#�%

�
�;����
�-�
�6
�5���
�������*�<や'��を使用している場合は、あらかじめサーバ側の設定をして
からインストールシェルを実行してください。

&�に付属のプリンター設定ツールでも同様の設定ができるものがあります。それらを使用すると
きは各ツールのマニュアルを参照してください。

プリンターへのIPアドレスの設定�

■�セットアップは次の流れで行います�

/etc/hostsの設定　�

スプールディレクトリの作成�

/etc/printcapの設定�

インストールシェルに対応した�
ワークステーションの場合�

インストールシェルの実行�

インストールシェルに対応しない�
ワークステーションの場合�

lprコマンドを使う場合�

�
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 #アドレスの設定

操作の前に

あらかじめプリンターのネットワーク環境を設定しておきます。

• �/� 
�プロトコルを有効にする（工場出荷時は有効です）。�

• 
�アドレスなど�/� 
�に関する項目を設定する。

参照

ネットワーク環境の設定方法については、プリンター本体のセットアップガイドを参照してくだ
さい。

 #アドレスの確認


�アドレスを設定したら正しく設定されたかどうかワークステーション側から確認してください。

A 次のように入力して確認します。（ #アドレスが�
'��(������(の場合）

# ping 192.168.15.16

正しく設定されていると次のように表示されます。

192.168.15.16 is alive

間違って設定されていると次のように表示されます。

no answer from 192.168.15.16

補足

❒ �
�を使用している場合はマスターサーバ上の ��* +
���に、'��を使用している場合はネーム
サーバ上のデータファイルに
�アドレスとホスト名を追加します。追加後、ホスト名を使って
正しく設定されたか確認してください。

# ping ホスト名

❒ サーバに登録したホスト名は
�アドレスの代わりに使用できます。
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インストールシェルの実行
プリンターに
�アドレスを設定したら、インストールシェルを使ってワークステーションの印刷環境
をセットアップします。

補足

❒ インストールシェルは6�Bを使ってプリンターから取り出します。

A プリンターを使用するワークステーションに����でログインします。

補足

❒ �

�でログインしないとインストールシェルが起動しません。

B インストールシェルをプリンターから取り出します。
A インストールシェルをコピーするディレクトリに移動します。

B ���コマンドで、設定した #アドレスに接続します。

# ftp 192.168.15.16
Connected to 192.168.15.16
220 printer FTP server ready.
Name (192.168.15.16:root:)

C ユーザー名の入力待ち画面では何も入力しないで�����
キーを押します。

331 Password required for root.
Password:

D パスワードの入力待ち画面では何も入力しないで�����
キーを押します。

230 User root logged in.
ftp>

E インストールシェルを取り出します。

ftp> get install

F ���を終了します。

ftp> bye
221 Goodbye.
#

C インストールシェルを起動します。

# sh ./install

補足

❒ カレントディレクトリであることを示すピリオド（#）を付けてください。
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D 使用している�5を数字で指定します。

Network printer install shell
 Copyright RICOH CO.,LTD. 1994-2000
 Select your workstation OS type.
  1. SunOS 4.x.x
  2. Solaris 2.x, Solaris 7-8(SunOS5.x)
  3. HP-UX
  4. UnixWare
  5. Linux
  6. OpenServer 
  7. Other
Enter <1-7>:
1

補足

❒「$」を指定するとインストールシェルは終了します。

E プリンターの #アドレスを入力します。

Enter Printer host IP address <xxx.xxx.xxx.xxx> [retern=skip]:
192.168.15.16

補足

❒ ここで入力した
�アドレスが ��* +
���に設定されます。⇒��#���「 ��* +
���への
�アドレスとホ
スト名の追加」

❒ すでにプリンターのホスト名が登録されているときは、何も入力しないで������キーを押しま
す。このとき ��* +
���には何も追加されません。

F プリンターのホスト名を入力します。

Enter Printer host name :
ricoh

補足

❒ ここで入力した名前が ��* +
���と ��* B����*�Bに設定されます。ただし、手順Eで
�アドレスを入
力しなかったとき、 ��* +
���には何も追加されません。

G プリンターの名前を設定します。

そのまま������キーを押すと「��6�2,�」に表示されている名前に設定されます。この名前を変更し
たいときは新しい名前を入力します。

補足

❒ ここで入力した名前が ��* B����*�Bに設定されます。⇒� �#���「 ��* B����*�Bへのエントリーの追
加」

❒「��6�2,�」には手順Fで入力したホスト名にCB��を付けた名前が表示されます。手順Fでホスト名
を入力しなかったときは��*
+CB��と表示されます。

H 印刷時のオプションを指定します。
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オプションを指定しないときはそのまま������キーを押します。

Enter remote printer name [default lp]:
filetype=R00
hosts file is modified
#

インストールシェルによるセットアップが終了します。

参照

指定できるオプションについて詳しくは、�#����「オプション指定」を参照してください。

補足

❒ ここでオプションを指定すると、入力した文字列が ��* B����*�Bの�Bケーパビリティに設定され
ます（⇒��#��）。,B�で印刷すると、このオプションを使って印刷されます。

❒ 同じプリンターに対して異なるオプションを指定して印刷するときは、インストールシェルを
もう一度実行し、オプションごとにエントリーを作成してください。

I テスト印刷してみます。
# lpr -Pricoh_prn ファイル名

インストールシェルの実行結果
インストールシェルを実行すると印刷環境が自動的にセットアップされます。

ここでは、�2�&�� �#(でインストールシェルを実行した場合にセットアップされる内容について説明
します。

補足

❒ インストールシェルを使わないでセットアップする場合は、ここでの説明を参考に各ワークス
テーションのマニュアルを参照してください。

�$�����4�4への #アドレスとホスト名の追加

 ��* +
���に次の行が追加されます。

192.168.15.16  ricoh  # Network Printer

• ���#�%!#��#�%は
�アドレス、��*
+はプリンターのホスト名、Dから行末まではコメントです。

補足

❒  ��* +
���はネットワーク内で通信するすべてのホストの 
�アドレスとホスト名を登録するファイ
ルです。それぞれの項目はスペースかタブで区切られ、�行で入力されます。

❒ �
�や'��を使用していない場合は、ネットワークプリンターを使用するすべてのワークステー
ション上の ��* +
���に追加が必要です。

�$�����
���&�へのエントリーの追加

 ��* B����*�Bに次のエントリーが追加されます。

�




(
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これは ,B�コマンドを使って印刷するための設定です。,B�コマンドを使って印刷するには、 ��* +
���

ファイルの設定に加え、 ��* B����*�Bにネットワークプリンターのためのエントリーを追加し、スプー
ルディレクトリを作成する必要があります。

ricoh_prn|Ricoh Network Printer:¥
      :rm=ricoh:¥
      :rp=filetype=R00:¥
      :sd=/usr/spool/ricoh_prnd:¥
      :lf=/usr/adm/ricoh_prnd-errs:¥
      :mx#0:

補足

❒  ��* B����*�Bはプリンターの名前や属性を登録するファイルです。ネットワークプリンターを使用
するすべてのワークステーションの ��* B�����*�Bに、ネットワークプリンターのためのエントリー
が必要です。

❒ 同じプリンターに対し異なるオプションを指定して印刷するときは、オプションごとにエント
リーを作成してください。

❒ �つのエントリーはコロン（：）で複数のフィールドに区切られています。読みやすくするために
途中に改行を入れることができ、その場合は改行の前にバックスラッシュ（E）を入力します。

❒ �行目のフィールドはプリンターの名前です。ワークステーションからネットワークプリンターを
指定するときに、この名前を使います。名前を「F」で区切ることにより複数の名前を定義できます。

❒ �行目以降のフィールドはプリンターの属性です。プリンターの属性はケーパビリティと呼ばれる
�文字の名前で表されます。ケーパビリティについて詳しくは次の表を参照してください。

ケーパビリティ 説明 ネットワークプリンターのための設定値

,B プリンターのデバイス名 何も指定しない

�5 プリンターのホスト名  ��* +
���に登録したホスト名

�B オプション指定 印刷時のオプションを指定します。指定
できるオプションについては、�#����

「オプション指定」を参照してください。

�� スプールディレクトリのパス名 作成するスプールディレクトリのパス名

,6 ログファイル名のパス名 ログを格納するファイルのパス名
たとえば 2�� ��5 ,B������

5( スプールディレクトリにコピー
可能なファイルの最大サイズ。
�を指定すると無制限、指定し
ないと����-バイト。

指定しない、または適当な値
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スプールディレクトリの作成

 2�� �B

, ディレクトリにスプールディレクトリが作成されます。名前はプリンターの名前の最後にｄ
を付けた名前です。

補足

❒ スプールディレクトリは、印刷を行うデータファイルの一時的なコピーが作成されるなど、印刷
ジョブを制御するために使われます。ネットワークプリンターを使用するすべてのワークステー
ション上に、ネットワークプリンターのためのスプールディレクトリが必要です。

❒ スプールディレクトリは ��* B����*�Bに書き込まれたネットワークプリンターのエントリーごとに
作成します。

❒ スプールディレクトリは通常 2�� �B

,の下に作成します。スプールディレクトリは、 ��* B����*�Bの
中の��ケーパビリティで指定したパス名と一致させ、オーナーとグループを���5
�、許可モードを
$$�に設定します。以下はスプールディレクトリとして 2�� �B

, ��*
+CB���を作成するときのコマ
ンド入力例です。

# cd /usr/spool
# mkdir ricoh_prnd
# chown daemon ricoh_prnd
# chgrp daemon ricoh_prnd
# chmod 775 ricoh_prnd

ログファイルの作成

 2�� ��5ディレクトリにエラーのログファイルが作成されます。名前はプリンターの名前の最後に ��

����を付けた名前です。

�
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印刷方法

使用しているワークステーションに応じ、以下のようにコマンド入力します。

❖ 856系>: ?ワークステーションの場合
% lpr -Pプリンターの名前 ファイル名 [ファイル名...]
名前が��*
+CB��のプリンターに、名前が6�,��と6�,��のファイルを印刷する場合のコマンド例は次の
とおりです。

% lpr -Pricoh_prn file1 file2

❖ 5�,&�
4、"#�>?の場合
% lp -dプリンターの名前 ファイル名 [ファイル名...]
名前が��*
+CB��のプリンターに、名前が6�,��と6�,��のファイルを印刷する場合のコマンド例は次の
とおりです。

% lp -dricoh_prn file1 file2

補足

❒ プリンターの名前は、インストールシェル実行時に入力したプリンターの名前です。

❒ ファイル名には「�」や「G」のワイルドカードを使用できます。

❒ 印刷するファイルのデータ形式とプリンターのエミュレーションモードを合わせてください。テ
キストデータの場合は0�'9などテキスト印刷が可能なモードにします。

❒ タブコードや漢字コードがプリンターと合っていないと正常に印刷されません。タブ制御や漢字
での印刷を行う場合は、使用するエミュレーションモードとデータの設定を一致させてください。

❒「B�������H2�����62,,�」のメッセージが表示されたときは、印刷要求がフルの状態です。（最大��セッ
ション、ジョブスプール機能が&�の場合最大��セッション。）印刷要求が��セッション（ジョブ
スプール機能が&�の場合�セッション）以下になってから印刷し直してください。

❒ 搭載メモリーの増減によるセッション数の変化はありません。
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�

�4�、���、���コマンドによる印刷
��+、�*B、6�Bコマンドを使って印刷することもできます。

制限

❒ &B����������#�%以上では、��+コマンドを�*5�コマンドと読み替えてください。

補足

❒ 印刷するファイルのデータ形式とプリンターのエミュレーションモードを合わせてください。テ
キストデータの場合は0�'9などテキスト印刷が可能なモードにします。

❒ タブコードや漢字コードがプリンターと合っていないと正常に印刷されません。タブ制御や漢字
での印刷を行う場合は、使用するエミュレーションモードとデータの設定を一致させてください。

❒「B�������H2�����62,,」のメッセージが表示されたときは、印刷要求がフルの状態です（最大�セッショ
ン）。印刷要求が�セッション以下になってから印刷し直してください。ただし、6�Bコマンドを使
用したときの最大セッション数は�セッションです。

❒ 搭載メモリーの増減によるセッション数の変化はありません。

�4�

% rsh プリンターのホスト名 print [オプション] < ファイル名 [ファイル名...]

補足

❒ プリンターのホスト名は、インストールシェル実行時に入力したプリンターのホスト名です。

❒ オプションは、プリンター固有のものを指定できます。詳しくは�#����「オプション指定」を参照
してください。

���

❖ ファイルを指定して印刷する場合
% rcp ファイル名 [ファイル名...] プリンターのホスト名：[オプション]

❖ ディレクトリすべてのファイルを印刷する場合
% rcp -r ディレクトリ名 プリンターのホスト名：[オプション]

補足

❒ プリンターのホスト名は、インストールシェル実行時に入力したプリンターのホスト名です。

❒ オプションは、プリンター固有のものを指定できます。詳しくは�#����「オプション指定」を参照
してください。

❒ ファイル名には「�」や「G」のワイルドカードを使用できます。

���

印刷するファイル数に応じてB2�または5B2�コマンドを使います。

制限

❒ ファイル名に「I」と「J」は使用できません。ファイル名をオプション文字列と判断してしまいます。
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❖ 印刷するファイルが�つの場合
ftp> put ファイル名 [オプション]

❖ 印刷するファイルが複数の場合
ftp> mput ファイル名 [ファイル名...]

制限

❒ 5B2�コマンドではオプションを指定できません。

補足

❒ 5B2�コマンドではファイル名に「�」や「G」のワイルドカードを使用できます。

6�Bを起動してから印刷するまでの手順は次のようになります。

A プリンターの #アドレス（またはホスト名）を引数にして���コマンドを起動します。

% ftp プリンターのIPアドレス

補足

❒ ホスト名はインストールシェル実行時に入力したプリンターのホスト名です。

B 必要に応じてユーザー名を入力し、パスワードは何も入力しないで�����
キーを押します。

Name:
Password:

C バイナリーファイルを印刷するときはファイルのモードをバイナリーモードにします。

ftp> bin

補足

❒ バイナリーファイルをアスキーモードで印刷すると、印刷データが変更され正しく印刷されな
いことがあります。

D 印刷するファイルを指定します。

補足

❒ 6�,��という名前のファイルを0�'9で印刷する例

ftp> put file1 filetype=R00 

❒ 6�,��と6�,��という名前のファイルを印刷する例

ftp> mput file1 file2

E ���を終了します。

ftp> bye
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オプション指定

以下に示すオプションを使うことにより、プリンター固有の機能を使った印刷ができます。

制限

❒ 0�
KKでのオプション指定については、0�
KKのマニュアルを参照してください。

❒ プリンターが認識できるオプション文字列は最大���バイトです。

❒ &�によってはオプションとして入力できる文字数に制限があります。オプションの省略形を使っ
ても文字数の制限を超えてしまう場合は、プリンターのプログラム登録を使ってください。

❒ �
,�����#%以上で指定できるオプションは�つのみです。また、オプションにイコール;I<やカンマ;J<

を含めることはできません。6�,��4B�をオプションに指定するときは、イコールの代わりにアンダー
ライン;C<を使って、6�,��4B�C0��（省略形は6�,C0��）のように入力してください。

補足

❒ 複数のオプションを指定するときはカンマ;J<で区切って入力します。

❒ 印刷するファイルの中にオプション指定を制御するコマンドが含まれている場合は、その内容が
優先します。

❒ ,B�で印刷するときのオプションはインストールシェル実行時に入力します。一度設定したオプ
ションを変更する方法については、�#����「オプション指定の変更方法」を参照してください。

❒ イコール;I<を含まないオプションを単独で指定するときは、オプションの先頭にカンマ;J<を追加
します。

エミュレーションとプログラム
印刷時に使用するエミュレーションまたはプログラムを指定します。

filetype（またはfil）=エミュレーションの指定値（またはプログラム登録番号の指定値）

�搭載していないエミュレーションは指定しても無効です。

�
���*��B���で印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイル名
6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print filetype=RPS < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:filetype=RPS
<ftp>   ftp> put file1 filetype=RPS

エミュレーション
0�/� 0�'9 0�! 0�% 0�� 0��L9 � 0�
KK �
���

�*��B���

指定値 0/� 0�� 0�! 0�% 0�� 0L9 0�K 0��

プログラム
登録番号

プログ
ラム�

プログ
ラム�

プログ
ラム�

プログ
ラム�

プログ
ラム�

プログ
ラム%

プログ
ラム$

プログ
ラム!

指定値 ��� ��� ��� ��� ��� ��% ��$ ��!

プログラム
登録番号

プログ
ラム�

プログ
ラム��

プログ
ラム��

プログ
ラム��

プログ
ラム��

プログ
ラム��

プログ
ラム��

プログ
ラム�%

指定値 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��%
���



��'

>: ?で使う

�

- ���の�%コマンドの利用

6�Bで印刷する場合は、*�コマンドでオプションを指定しておけば、B2�または5B2�コマンド使用時にそ
のオプションが有効になります。

ftp> cd オプション

補足

❒ 現在設定されているオプションを表示するにはB��コマンドを使います。

 ftp> pwd

漢字フィルター
漢字フィルターを使用すると、作成したテキストファイルと同じ漢字コードで印刷できます。

制限

❒ エミュレーションが0�'9のときだけ有効です。漢字フィルターを指定するときはエミュレーショ
ンとして0�'9（6�,��4B�I0��）を指定します。

filter（またはflt）=漢字コードの指定値

�./漢字コードのテキストファイルを印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターの
ホスト名��*
+、ファイル名6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print filetype=R00,filter=EUC < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:filetype=R00,filter=EUC
<ftp>   ftp> put file1 filetype=R00,filter=EUC

給紙トレイ
給紙トレイを指定します。

制限

❒ �
���*��B���またはエミュレーションが0�'9のときだけ有効です。

❒ 増設していないトレイを指定しても無効です。

❖ �#6C
tray=給紙トレイの指定値

漢字コード �./ )
� シフト)
�

指定値（省略値） �./;�< )
�;)< �)
�;�<

給紙トレイ 給紙トレイ� 給紙トレイ� 給紙トレイ�

または大量給
紙トレイ

給紙トレイ� 手差しトレイ

指定値 � � � � �
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補足

❒ 給紙トレイの指定値はプリンター情報（例M6�Bの3�����6
��）で得られる給紙トレイ番号に対応し
ています。

❒ プリンター情報は����
��の場合、次の手順で見ることができます。

A コマンドプロンプトを使用できるようにします。

• ����
����� �!の場合：
［スタート］�［プログラム］�［"��'&�プロンプト］

• ����
���"�の場合：
［スタート］�［プログラム］�［アクセサリ］�［"��'&�プロンプト］

• ����
�������の場合：
［スタート］�［プログラム］�［アクセサリ］�［コマンドプロンプト］

• ����
�������#�の場合：
［スタート］�［プログラム］�［コマンドプロンプト］

B「6�B」と入力し、［�����］を押します。

C「
B���（プリンターの
�アドレス）」と入力し、［�����］を押します。

D［�����］を�回押します。

E「3�����6
��」と入力し、［�����］を押します。
プリンター情報が表示されます。

F「H2��」と入力し、［�����］を押します。

G「�(��」と入力し、［�����］を押します。
����
��の画面に戻ります。

給紙トレイ�の用紙に印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、
ファイル名6�,��）
<rsh>   % rsh ricoh print tray=2 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:tray=2
<ftp>   ftp> put file1 tray=2

❖ #�4�5��
���	
tray=給紙トレイの指定値

トレイ�の用紙に印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファ
イル名6�,��）
<rsh>   % rsh ricoh print tray=tray2 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:tray=tray2
<ftp>   ftp> put file1 tray=tray2

給紙
トレイ

給紙
トレイ�

給紙
トレイ�

給紙
トレイ�

給紙
トレイ�

9/� 手差し
トレイ

自動トレイ
選択

指定値 ���4� ���4� ���4� ���4� ,*� :4B��� �,,
��	
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用紙サイズ
用紙サイズを指定します。

制限

❒ �
���*��B���のときだけ有効です。

❒ 存在しない用紙サイズは指定しても無効です。

paper=用紙サイズの指定値

��の用紙に印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイル名
6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print paper=a3 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:paper=a3
<ftp>   ftp> put file1 paper=a3

用紙種類
用紙の種類を指定します。

制限

❒ �
���*��B���のときだけ有効です。

❒ 存在しない用紙種類は指定しても無効です。

mediatype=用紙種類の指定値

再生紙の用紙に印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイル
名6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print mediatype=recycled < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:mediatype=recycled
<ftp>   ftp> put file1 mediatype=recycled

指定値

��（��）J��（��）J��（��）J�%（�%）JN��:�（��）JN��:�（��）JN��:%（�%）J,��3��（��×�$）J,�����

（!�� �×��）J+�,6,�����（��� �×!�� �）J,�3�,（!�� �×��）JNB
��（はがき）J*2��
5（不定形サイズ）

指定値

B,���（普通紙）J,�����+���（レターヘッド付き用紙）J�����B����*4（&1��フィルム）J,�:�,�（ラベル）J

��*4*,��（再生紙）J*
,
�（色紙）J�B�*��,（特殊紙）J�+�*-（厚紙）
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排紙トレイ
排紙トレイを指定します。

制限

❒ �
���*��B���またはエミュレーションが0�'9のときだけ有効です。

❒ 存在しないトレイは指定しても無効です。

❖ �#6C
bin=排紙トレイの指定値
排紙トレイ番号�のトレイに排紙する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト
名��*
+、ファイル名6�,��）
<rsh>   % rsh ricoh print bin=2 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:bin=2
<ftp>   ftp> put file1 bin=2

補足

❒ 排紙トレイの指定値はプリンター情報（例M6�Bの3�����6
��）で得られる排紙トレイ番号に対応し
ています。

❒ プリンター情報は����
��の場合、次の手順で見ることができます。

A コマンドプロンプトを使用できるようにします。

• ����
����� �!の場合：
［スタート］�［プログラム］�［"��'&�プロンプト］

• ����
���"�の場合：
［スタート］�［プログラム］�［アクセサリ］�［"��'&�プロンプト］

• ����
�������の場合：
［スタート］�［プログラム］�［アクセサリ］�［コマンドプロンプト］

• ����
�������#�の場合：
［スタート］�［プログラム］�［コマンドプロンプト］

B「6�B」と入力し、［�����］を押します。

C「
B���（プリンターの
�アドレス）」と入力し、［�����］を押します。

D［�����］を�回押します。

E「3�����6
��」と入力し、［�����］を押します。
プリンター情報が表示されます。

F「H2��」と入力し、［�����］を押します。

G「�(��」と入力し、［�����］を押します。
����
��の画面に戻ります。

❒ 排紙トレイ番号以外にアルファベットで指定することもできます。詳しくは使用説明書＜取り
扱い編＞を参照してください。
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❖ #�4�5��
���	
outbin=排紙トレイの指定値

本体上トレイに排紙する場合のコマンド例は次のとおりです（プリンターのホスト名��*
+、ファイ
ル名6�,��）。
<rsh>   % rsh ricoh print outbin=inner < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:outbin=inner
<ftp>   ftp> put file1 outbin=inner

印刷部数
印刷部数を指定します。

制限

❒ �
���*��B���またはエミュレーションが0�'9のときだけ有効です。

❒ 漢字フィルターを指定すると、印刷部数の指定は無効になります。

❒ �
���*��B���の場合、「H�4」と同時に指定しないでください。

copies=印刷部数（1～999）

��部印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイル名6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print copies=10 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:copies=10
<ftp>   ftp> put file1 copies=10

ソート部数
ソートする印刷部数を指定します。

制限

❒ �
���*��B���のときだけ有効です。

❒「*
B���」と同時に指定しないでください。

qty=ソート部数（1～999）

��部ソートして印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイル
名6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print qty=10 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:qty=10
<ftp>   ftp> put file1 qty=10

排紙トレイ 指定値

本体排紙トレイ 2BB��

フィニッシャートレイ 6����+���+�6�

��ビンプリントポスト上トレイ 
B��
��,
2�:���

��ビンプリントポストトレイ�～� 
B��
��,
2�:���～�
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�

両面印刷
両面印刷と綴じ方向を指定します。

制限

❒ �
���*��B���またはエミュレーションが0�'9のときだけ有効です。

❒ プリンター側にオプションの両面ユニットが必要です。

❖ �#6C

補足

❒ 印刷オプションに漢字フィルターを指定している場合、両面印刷されないことがあります。こ
のようなときは、漢字フィルターの指定をしないでください。

bothside または bothleft　（左とじ）
bothright　（右とじ）
flip　（上とじ）
singleside　（両面印刷の解除:片面印刷）

補足

❒ 印刷データによって印刷したあと両面印刷が解除されないことがあります。次の印刷時にも両
面印刷されるときは���3,�����を指定してください。

左とじで両面印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイ
ル名6�,��）
<rsh>   % rsh ricoh print bothside < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:bothside
<ftp>   ftp> put file1 bothside

❖ #�4�5��
���	
duplex=on（両面印刷する）
duplex=off（両面印刷しない）
binding=left（両面印刷時の綴じ位置の設定：左）
binding=top（両面印刷時の綴じ位置の設定：上）
binding=right（両面印刷時の綴じ位置の設定：右）
両面印刷で綴じ位置を長辺にする場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名
��*
+、ファイル名6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print binding=left < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:binding=left
<ftp>   ftp> put file1 binding=left

上綴じ�

BINDIGI02J

指定値�

左綴じ� 右綴じ�綴じ方向�

印刷方向�

綴じ結果�

Portrait

left

Landscape Portrait Landscape Portrait Landscape

top right
���
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解像度
印刷する解像度を指定します。

制限

❒ �
���*��B���のときだけ有効です。

❖ #�4�5��
���	
resolution=解像度（600、300）
%���B�で印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、ファイル名
6�,��）
<rsh>   % rsh ricoh print resolution=600 < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:resolution=600
<ftp>   ftp> put file1 resolution=600

ステープル
印刷物をステープルで綴じるときに指定します。

制限

❒ �
���*��B���のときだけ有効です。

❒ プリンター側にオプションのフィニッシャートレイが必要です。

❒ 以下に記載したステープル位置は、印刷方向で「B
������」を指定した場合です。「,����*�B�」を指
定した場合、左右が逆になります。

❒ 0�/�プリンタドライバと0�'9プリンタドライバでは、指定値とステープル結果が一部異なります。

staple=ステープル位置の指定値

補足

❒「&KK」を指定した場合は、ステープルしません。

左上�ヵ所をステープルで綴じる場合のコマンド例は次のとおりです。（プリンターのホスト名��*
+、
ファイル名6�,��）

<rsh>   % rsh ricoh print staple=lefttop < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:staple=lefttop
<ftp>   ftp> put file1 staple=lefttop

❖ �#!5を使用している場合

補足

❒ ,�6��
B�,���,���、,�6��
B�,���B
��、��3+��
B�,���,���、��3+��
B�,���B
��を指定した場合、斜め以外に水平、
垂直で綴じられることがあります。

ステープル
位置

左上�ヵ所 右上�ヵ所 左上に斜
めに�ヵ所

右上に斜
めに�ヵ所

左�ヵ所 右�ヵ所 上�ヵ所

指定値 ,�6��
B ��3+��
B ,�6��
B�

�,���,����

または�

,�6��
B�

�,���B
��

��3+��
B�

�,���,����

または�

��3+��
B�

�,���B
��

,�6��B
���ま
たは�

,�6��,���

��3+��B
���

または�

��3+��,���

�
B�B
���ま
たは�

�
B�,���
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�

❖ �#6Cを使用している場合

補足

❒ 本機で以下のオプション指定をすると、他のオプション指定に読み換えて印刷されますが、サポー
ト外ですのでご使用にならないでください。

• ,�6��
B����,���、,�6��
B����B
��→,�6��
B

• ��3+��
B����,���、��3+��
B����B
��→��3+��
B

• ,�6��
B����,���、,�6��
B����B
��→,�6��
B

• ��3+��
B+
��O,���、��3+��
B+
��OB
��→��3+��
B

ステープ
ル位置

左上斜め
に�ヵ所

右上斜め
に�ヵ所

左上水平
に�ヵ所

右上水平
に�ヵ所

左上垂直
に�ヵ所

右上垂直
に�ヵ所

左�ヵ所 右�ヵ所 上�ヵ所

指定値 ,�6��
B�

�,����

,����ま
たは�

,�6��
B�

�,���B
��

��3+��
B�

�,����

,����ま
たは�

��3+��
B�

�,���B
��

,�6��

�
B+
���

O,����ま
たは�

,�6��

�
B+
�O�

B
��

��3+��

�
B+
�O�

,����ま
たは�

��3+��

�
B+
�O�

B
��

,�6��

�
B�����

,����ま
たは�

,�6��

�
B�����

B
��

��3+��

�
B�����

,����ま
たは�

��3+��

�
B�����

B
��

,�6��B
���

または�

,�6��,���

��3+��B


���また
は�

��3+��,�

��

�
B�B
���

または�

�
B�,���

ステープル方向の優先順位�

STAPLE01J

指定値� ステープル位置�

lefttop

righttop

lefttopslantland
lefttopslantport

righttopslantland
righttopslantport

left2port
left2land

right2port
right2land

top2port
top2land

　 　給紙方向が優先されます。�
プリンタードライバーでは、�
位置のみを指定します。�
     給紙方向＞斜め＞水平（垂直）�
の順で、優先的に印刷されます。�

斜めステープルが優先されます。�
斜め＞　　 給紙方向＞水平(垂直)�
の順で、優先的に印刷されます。�
��
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パンチ
印刷物パンチ穴をあけるときに指定します。

制限

❒ プリンター側にオプションのフィニッシャーが必要です。

❒ 以下に記載したパンチ位置は、印刷方向で「B
������」を指定した場合です。「,����*�B�」を指定し
た場合、左右が逆になります。

B2�*+Iパンチ位置の指定

補足

❒「&KK」を指定した場合は、パンチ穴をあけません。

<rsh>   % rsh ricoh print staple=lefttop < file1
<rcp>   % rcp file1 ricoh:staple=lefttop
<ftp>   ftp> put file1 staple=lefttop

パンチ位置 左 右 上

指定値 ,�6�B
���または�,�6�,��� ��3+�B
���または���3+��

,���

�
BB
���または��
B,���

�

PUNCH01J

本機の�
用紙方向� 指定値� パンチ位置�

タテ�

タテ�

ヨコ�

ヨコ�

印刷データ�
の方向�

leftport

leftland

rightport

rightland

topport

topland

topport

topland

leftport

leftland

rightport

rightland
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�

オプション指定の変更方法
,B�で印刷するときにはインストールシェル実行時に指定したオプションが使われます。一度設定した
オプションを変更したい場合は、使用しているワークステーションに応じて次のように操作します。

❖ 856系>: ?ワークステーション
 ��* B����*�Bから修正するプリンターのエントリーを削除し、インストールシェルを使ってもう一
度セットアップします（⇒��#���「インストールシェルの実行」）。セットアップの際に、新しいオ
プションを指定します。
または、 ��* B����*�Bから修正するプリンターのエントリーを探し、その�Bケーパビリティを新しい
オプション指定に修正します（⇒��#���「 ��* B����*�Bへのエントリーの追加」）。

❖ 5�,&�
4、"#�>?
修正するプリンターのエントリーを削除し、インストールシェルを使ってもう一度セットアップ
します（⇒��#���「インストールシェルの実行」）。セットアップの際に、新しいオプションを指定
します。プリンターのエントリーを削除するには、以下のように操作します。

A スケジューラを停止します。

# /usr/sbin/lpshut

B プリンターを削除します。

# /usr/sbin/lpadmin -x プリンターの名前

C スケジューラを再起動します。

# /usr/lib/lp/lpsched
���
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プリンターの状態表示

��'系.�
	ワークステーションの場合、以下のコマンドを使ってプリンターの状態や情報を表示し
たりファイルにコピーすることができます。

表示する場合
,BHコマンドを使ってプリンターの状態（ステータス）とプリントジョブ情報を表示できます。

% lpq -Pプリンター名

��+コマンドまたは6�Bを使って、指定したパラメータに応じた内容を表示できます。

% rsh プリンターのホスト名 パラメータ

% ftp プリンターのホスト名
User: ユーザー名
password:
ftp> get パラメータ -

��+、�*B、6�Bで指定できるパラメータには次の種類があります。

ファイルにコピーする場合
�*Bコマンドまたは6�Bを使って、指定したパラメータに応じた内容をファイルにコピーできます。

補足

❒ パラメータの種類は表示する場合と同じです。

% rcp プリンターのホスト名：パラメータ ファイル名

% ftp プリンターのホスト名
User: ユーザー名
password:
ftp> get パラメータ ファイル名

パラメータ 表示またはコピーできる内容 参照先

����
プリンターの状態（ステータス） プリンター本体

の使用説明書

印刷ジョブの情報（プリントジョブ情報） ⇒��#���

��6

給紙トレイ、排紙トレイ、搭載しているエミュレーション、お
よび登録しているプログラムの情報（プリンター情報）

プリンター本体
の使用説明書

B��,
3 これまでに印刷した��件分の記録（プリントログ情報） ⇒��#���

�4�,
3
ネットワークインターフェースボードに関して発生したメッ
セージの記録（システムログ情報）

⇒��#���
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0��
*� 
&� ��5��は、�/� 
�プロトコルまたは
�	 ��	プロトコルを使用してネットワーク上のプリン
ターの状態の監視をしたり、ネットワークインターフェースボードの設定や機器の設定を変更したり
できます。�

補足

❒ 機種によっては使用できない機能があります。

ここでは、ネットワークインターフェースボードの設定の変更の方法と設定画面について説明しま
す。

対象&� プロトコルスタック

"�*�
�
6������
����� �! "��日本語版 ����
����� �! "�に付属の�/� 
�プロトコル

����
����� �! "�に付属の
�	 ��	互換プロトコル

����
����� �! "�に付属の��������ネットワーク�クライ
アント
��������/,�������6
������
�����


������������/,�����6
������
�����

�
��,,�/,�����6
������
����� �!

"�*�
�
6������
��������日本語版 ����
�������に付属の�/� 
�プロトコル

����
�������に付属の
�	 ��	トランスポート

����
�������に付属の�������用クライアント

"�*�
�
6������
�������#��日本語版 ����
�������#�に付属の�/� 
�プロトコル

����
�������#�に付属の
�	 ��	互換プロトコル

����
�������#�に付属の/,����������*��6
���������

��������/,�������6
������
�����


������������/,�����6
������
�����

�
��,,�/,�����6
������
����� ����
��	
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ネットワークインターフェース
ボードの設定を変更するには

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

機器の一覧が表示されます。

補足

❒ 設定を変更するプリンターが使用して
いるプロトコルを選択してください。

C 一覧からネットワークインターフェース
ボードの設定を変更するプリンターをク
リックして反転表示させます。

D［ツール］メニューの［イーサネットボー
ド設定］を選択します。

イーサネットボード設定ツールが起動します。

E［ウィザード］または［プロパティシート］
を選択し、［次へ］をクリックします。

•［ウィザード］は、初めてネットワークイ
ンターフェースボードの設定をすると
きに選択します。

•［プロパティシート］は、ネットワークイ
ンターフェースボードの設定を変更す
る場合や詳細な設定を行うときに選択
します。

ウィザードを選択した場合

A 必要な項目を入力し、［次へ］をクリッ
クします。

この後の操作はヘルプを参照してくだ
さい。

プロパティシートを選択した場合

A ダイアログボックスに設定の一覧が表
示されます。

ダイアログボックスの各項目について
はヘルプを参照してください。
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印刷枚数を管理するには

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］をクリックします。

機器の一覧が表示されます。

補足

❒ 設定を変更するプリンターが使用して
いるプロトコルを選択してください。

C 一覧から統計情報を管理するプリンター
をクリックして反転表示させます。

D［ツール］メニューの［ユーザー情報管理
ツール］を選択します。

パスワードを入力する画面が表示されます。

E パスワードを入力して［�H］をクリックし
ます。

補足

❒ 工場出荷時のパスワードは「��*
+」です。

ユーザー情報管理ツールが起動します。

ユーザー情報管理ツールの詳細は、ユーザー情
報管理ツールのヘルプを参照してください。

省エネモードを設定するには

A �
%��� ��+%0
�を起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［ロー
カルネットを開く］をポイントし、
［-!#� #］または［ #?�5#?］をクリック
します。

機器の一覧が表示されます。

補足

❒ 設定を変更するプリンターが使用して
いるプロトコルを選択してください。

C［グループ］メニューをクリックし、［省エ
ネモード］をポイントし、表示されたメ
ニューから設定したい省エネモードを選
択します。

設定値の詳細については、0��
*�
&���5��の
ヘルプを参照してください。
���
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9$=ブラウザによるネットワークインター
フェースボードの設定

本ネットワークインターフェースボードにはプリンターをネットワークプリンターとして使用する
機能に加え、ネットワークインターフェースボードが��:サーバとして動作し、ネットワーク上のコ
ンピュータから��:ブラウザを使ってプリンターの状態を確認したり、ネットワークインターフェー
スボードの設定を変更できる機能を搭載しています。

❖ プリンター側の環境設定
この機能は�/� 
�プロトコルを使って動作します。この機能を使用する場合は、プリンター側で
�/� 
�プロトコルの設定を行ってください。�/� 
�の設定が正しく行われると、この機能は自動的
に有効になります。

参照

�/� 
�に関するプリンターの設定方法については、プリンター本体のセットアップガイドを参
照してください。

❖ コンピュータ側の動作環境

制限

❒ ブラウザの［戻る］ボタンで前のページに戻れないことがあります。そのときはブラウザの［更
新］または［再読み込み］をクリックしてください。

❒ ブラウザで設定しているフォントサイズによっては一部表示がずれることがあります。

���������(B,
���では「中」以下、����*�B������3��
�では「��ポイント」以下でお使いいただく
ことをお勧めします。

❒ ��:ブラウザから取得できる情報は、自動的に更新されません。情報を更新する場合は、��:

ブラウザの［更新］または［再読み込み］をクリックしてください。

対象&� 対応ブラウザ

"�*�
�
6������
����� �! "�

"�*�
�
6��
���������(B,
�����#���以降
����*�B������3��
���#��以降

"�*�
�
6������
�������

"�*�
�
6������
�������#�

"�*�
�
6������
������#��

"�*&��$#%#��～�#�

�
,������#� �#% �#$ $ !



9$=ブラウザによるネットワークインターフェースボードの設定
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トップページを表示する
コンピュータ側で��:ブラウザを起動し、.09としてプリンターの
�アドレスを指定すると、トップ
ページが表示されます。次は.09の入力例です。

http://192.168.15.16/

（プリンターの
�アドレスが���#�%!#��#�%の場合）

補足

❒ ネットワーク内に'��サーバが置かれている場合は、ホスト名を使った指定ができます（たとえば
+��BM  ��:5
���
�#���B������#��*
+#*
#NB ）。'��サーバにプリンターの
�アドレスとホスト名を登録し
てください。詳しくはネットワーク管理者の方に相談してください。

❒ ��
(4サーバを設置した場合、ご使用のブラウザに��
(4サーバを設定してください。詳しくはネッ
トワーク管理者の方に相談してください。

�� ヘッダーボタン

［��3,��+］をクリックすると英語表示に切り
替わります。［0
/&1�1
5�B�3�］をクリック
するとリコーのホームページに、［ヘルプ］を
クリックするとリコーのホームページ内に
あるヘルプにジャンプします。

制限

❒ リコーのホームページやヘルプにアク
セスするには、コンピュータがインター
ネットに接続されている必要がありま
す。

�重要
❒ ダイアルアップ接続している場合など、
インターネットへの接続形態によって
は料金が発生しますのでご注意くださ
い。

補足

❒ ヘルプは D�
>ファイルとして �@,%B


にも収録されています。�@,%B
の8D�>�
8�A
D�>�8E 8����<;��F"を開いてくださ
い。

❒ 英語表示に切り替えても、［管理情報］メ
ニューの［ジョブ履歴］画面の一部に日
本語が表示されます。

�� メニューボタン

設定・確認を行うためのボタンが並んでいま
す。

補足

❒［設定］をクリックするとユーザー名と
パスワードを入力するダイアログが表
示されます。このダイアログではパス
ワードだけを入力します。工場出荷時の
パスワードは「��*
+」です。

❒ パスワードはリモートメンテナンス
（5�+�,,）で使用するパスワードと共通で
す。

�� 表示エリア

ネットワークインターフェースボードの名
前とコメント文、プリンターの状態が表示さ
れます。
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6"!#を使用する

プリンターを'1/�環境で使用することができ
ます。�
��サーバが稼働している環境では、同
時にプリンタ名を�
��サーバに登録すること
ができます。

補足

❒ 動作対象の'1/��サーバは、����
��� ����

�������日本語版、����
�������#���������日
本語版、�������� �#�)および��	
に標準添
付されている��
��です。

❒ プリンターが '1/�から取得した 
�アドレ
スは、システム設定リストで確認できます。
システム設定リストの印刷方法は、プリン
ター本体のセットアップガイドを参照して
ください。

❒ �
��サーバを使用する場合は、プリンター
の設定項目で�
��サーバを［有効］に設定
してください。

❒ �
��サーバを使用することで、常に同じ名
称が使用できます。

❒ 複数の'1/�サーバが存在する場合は、すべ
ての '1/� サーバに同じ予約をしてくださ
い。プリンターは最初に応答した'1/�サー
バからの情報で動作します。

❒ �
��サーバを使用しない場合は、毎回同じ

�アドレスが割り当てられるように、プリン
ターに割り当てる 
�アドレスを '1/�サー
バで予約してください。

❒ ネットワークに 
�'�回線を接続している環
境で'1/�リレーエージェントを使用した場
合、プリンターからパケットが送出されるた
びに 
�'�回線が接続され、多大な通信料が
かかることがあります。

+1��:$�機能を使用する
'1/�サーバから 
�アドレスが割り当てられな
か っ た 場 合、プ リ ン タ ー が 臨 時 に
�%�#���#(((#((( ではじまるネットワーク上で使
用されていない 
�アドレスを自動選択して使用
することができます。

補足

❒ �2�
���機能で自動選択された
�アドレスは、
'1/�サーバが 
�アドレスの割り当てを再開
すると、'1/�サーバから割り当てられた 
�

アドレスを優先的に使用します。このとき、
プリンターが再起動するため、一時的に印刷
ができなくなります。

❒ プリンターが使用している 
�アドレスはシ
ステム設定リストで確認できます。システム
設定リストの印刷方法は、プリンター本体の
セットアップガイドを参照してください。

❒ �2�
���モードで動作中の場合、�
��サーバ
へのプリンタ名の登録は行われません。

❒ �2�
���機能で起動している機器以外とは通
信できません。



9 :5サーバを使用する

�

9 :5サーバを使用する

プリンターの起動時に、プリンターのプリンタ
名を�
��;����
���
����������5�������*�<サーバ
に登録することができます。�
��サーバにプリ
ンタ名を登録すると、'1/� 環境で使用してい
る場合、0��
*� 
&�����のポート名にプリンター
のプリンタ名を使用して印刷できます。

ここでは、プリンターが�
��サーバを使用でき
るようにする設定について説明します。

補足

❒ サポートする�
��サーバは、����
�������#�

������� �����*���*-�以降または����
��� ����

������の�
��マネージャーです。

❒ �
��サーバの設定については、����
��の
ヘルプを参照してください。

❒ �
��サーバが応答しない場合、ブロードキャ
ストによるプリンタ名の登録が行われます。

❒ 登録できるプリンタ名は、半角英数字で��バ
イト以内です。

9$=ブラウザを使用する方法

A 9$=ブラウザを起動します。

B アドレスに「�������（設定を変更するプリン
ターの #アドレス）」と入力します。

� ��:ブラウザに選択したプリンターの状態
が表示されます。

C［設定］をクリックします。

パスワードを入力するダイアログが表示さ
れます。

D パスワードを入力し、［�H］をクリックし
ます。

工場出荷時の設定の場合、ユーザー名は空白
に、パスワードには「��*
+」と入力します。

E［-!#� #］をクリックします。

F［9 :5］が「有効」になっていることを確
認し、［プライマリ9 :5サーバ］と［セカ
ンダリ 9 :5 サーバ］にそれぞれ 9 :5

サーバの #アドレスを入力します。

G［更新］をクリックします。

設定が送信されます。

H 9$=ブラウザを終了します。
��
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04�$,,を使用する方法

A �$,�$�を使用し、プリンターに接続します。

B �以下のコマンドを使用し、9 :5を使用す
る設定にします。

set wins on

C 以下のコマンドを使用し、プライマリ
9 :5サーバとセカンダリ9 :5サーバの
 #アドレスを入力します。

wins primary IPaddress

wins secondary IPaddress

補足

❒ 現在の設定を確認するには、����とコマ
ンドを使用します。

参照

5�+�,,の詳細は、�#���� 「��,���によるリ
モートメンテナンス（5�+�,,）」を参照し
てください。

D �$,�$�を終了します。
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�

9
�%��4からのファイル直接印刷

����
�������、����
�������#�から,B�、�*B、6�B

コマンドを使って印刷できます。また、����
��

�� �! "�からは6�Bコマンドを使って印刷できま
す。

この方法で印刷できるファイルは、プリンター
が搭載しているエミュレーション用に作られた
ファイルです。搭載していないエミュレーショ
ンのファイルは印刷できません。

補足

❒ エミュレーション用に作られたファイルと
は、たとえば�
���*��B���用のポストスクリプ
トファイルや、0�
KK用の�
KKファイルなど
です。

ここではセットアップのしかたと、印刷のしか
たについて説明します。

セットアップ

A プリンターのネットワーク環境を設定し
ます。

• �/� 
�プロトコルを有効にする（工場出
荷時は有効です）

• 
�アドレスなど�/� 
�に関する項目を設
定する

参照

設定方法について詳しくは、プリンター
本体のセットアップガイドを参照して
ください。

'1/�を使用してプリンターの 
�アドレ
スを設定するときは、�#��!�「'1/�を使
用する」を参照してください。

B WindowsにTCP/IPプロトコルを組み込み、
ネットワーク環境を設定します。

補足

❒ ネットワークに関する設定内容はネッ
トワーク管理者の方に確認してくださ
い。

C Windows 2000/Windows NTでlprを使って
印刷する場合は、ネットワークソフト
ウェアとして「Microsoft TCP/IP印刷」を
組み込みます。

補足

❒ Windows 95/98/Meの場合は必要ありませ
ん。

❒ 印刷時にIPアドレスを使ってプリンター
を指定する場合のセットアップは、これ
で終了です。 プリンターの指定にホスト
名を使用するときは、P.121 「IPアドレス
の代わりにホスト名を使用する」に進ん
で、セットアップを続けてください。

IPアドレスの代わりにホスト名を使
用する

ホスト名が定義されていると、IPアドレスの代
わりにホスト名を使ってプリンターを指定する
ことができます。使用するホスト名はネット
ワーク環境により異なります。

❖ DNSを使用している場合
DNS サーバ上のデータファイルに設定した
ホスト名を使用します。

❖ DHCPを使用してプリンターの IPアド
レスを設定している場合
システム設定リストの「プリンター名」に印
刷された名前をホスト名として使用します。
システム設定リストの印刷方法は、セット
アップガイドを参照してください。

❖ その他の場合
印刷を行うコンピュータのhostsファイルに
ネットワークプリンターの IPアドレスとホ
スト名を追加します。追加のしかたはOSに
より異なります。

補足

❒ hostsファイルはネットワーク内で通信す
るホストの IPアドレスとホスト名を登録
するファイルです。

OS lpr rcp ftp

Windows 2000、
Windows NT 4.0

� � �

Windows 95/98/Me �
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❒ Windows 2000/Windows NTでhostsファイ
ルを編集するには、以下のように操作し
ます。

A メモ帳などで hostsファイルを開きま
す。
hosts ファイルは以下の場所にありま
す。
¥WINNT¥SYSTEM32¥DRIVERS¥ETC¥HOSTS
¥WINNTはWindows 2000/Windows NT
のインストール先のディレクトリで
す。

B hostsファイルに IPアドレスとホスト
名を以下の形式で追加します。
192.168.15.16  ricoh  # NP
192.168.15.16はIPアドレス、ricohはプ
リンターのホスト名、#から行末まで
はコメントです。それぞれの項目を
スペースかタブで区切り、1行で入力
します。

C ファイルを上書き保存します。

❒ Windows 95/98/Meでhostsファイルを編集
するには、以下のように操作します。

A ¥WINDOWS¥HOSTS.SAM を同じディ
レクトリにコピーし、名前を HOSTS
（拡張子を付けません）にします。

B 作成した¥WINDOWS¥HOSTSファイ
ルをメモ帳などで開きます。

C IPアドレスとホスト名をWindows
2000/Windows NTの場合と同じ形
式で追加し、ファイルを上書き保存
します。

印刷方法
lpr、rcp、ftpコマンドを使った印刷方法を説明し
ます。

操作の前に

コマンドはコマンドプロンプト ウィンドウ
で入力します。

• Windows 95/98の場合：
［スタート］-［プログラム］-［MS-DOSプ
ロンプト］

• Windows Meの場合：
［スタート］-［プログラム］-［アクセサ
リ］-［MS-DOSプロンプト］

• Windows 2000の場合：
［スタート］-［プログラム］-［アクセサ
リ］-［コマンドプロンプト］

• Windows NT 4.0の場合：
［スタート］-［プログラム］-［コマンド
プロンプト］

補足

❒ 印刷するファイルのデータ形式とプリン
ターのエミュレーションモードを合わせて
ください。テキストデータの場合はRPDLな
どテキスト印刷が可能なモードにします。

❒ タブコードや漢字コードがプリンターと
合っていないと正常に印刷されません。タブ
制御や漢字での印刷を行う場合は、使用する
エミュレーションモードとデータの設定を
一致させてください。

❒「print requests full 」のメッセージが表示され
たときは、印刷要求がフルの状態です。印刷
要求が少なくなってから印刷し直してくだ
さい。各コマンドを使用したときの最大セッ
ション数は次の通りです。

• lpr：5（ジョブスプール機能ON時：10）

• rcp：5

• ftp：3

❒ 搭載メモリーの増減によるセッション数の
変化はありません。

❒ ファイル名はコマンドを実行するディレク
トリからのパスを含めた形で入力してくだ
さい。
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参照

コマンドの中で指定する「オプション」はプ
リンター固有のオプションで、内容はUNIX
から印刷する場合と同様です。詳しくは
P.101 「オプション指定」を参照してくださ
い。

エミュレーションによってはエミュレー
ション固有のオプションも用意されていま
す。それらのオプションについては各エミュ
レーションの使用説明書を参照してくださ
い。

lpr

❖ IP アドレスを使ってプリンターを指定
する場合
c:> lpr -SプリンターのIPアドレス　［-Pオ
プション］　［-Ol］　¥パス名¥ファイル名

❖ IP アドレスの代わりにホスト名を使用
する場合
c:> lpr -Sプリンターのホスト名　［-Pオプ
ション］　［-Ol］　¥パス名¥ファイル名

補足

❒ RTIFFエミュレーションなどバイナリーファ
イルを印刷する場合は -Ol(大文字のOと、小
文字のL) オプションを付けてください。

ホスト名がricohのプリンターに、C:¥PRINTディ
レクトリにある、名前がfile1のTIFFファイルを
印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。

c:> lpr -Sricoh -Pfiletype=RTF -Ol C:¥PRINT
¥file1

rcp

あらかじめhostsファイルにプリンターのホスト
名を登録しておきます。⇒ P.123 「IPアドレスの
代わりにホスト名を使用する場合」

c:> rcp　¥パス名¥ファイル名　［¥パス名¥ファ
イル名...］　プリンターのホスト名:［オプショ
ン］

補足

❒ ファイル名には「*」や「?」のワイルドカー
ドを使用できます。

ホスト名がricohのプリンターに、C:¥PRINTディ
レクトリにある、名前がfile1とfile2のTIFFファ
イルを印刷する場合のコマンド例は次のとおり
です。

c:> rcp C:¥PRINT¥file1 C:¥PRINT¥file2 ricoh:
filetype=RTF

ftp

印刷するファイル数に応じて putまたはmputコ
マンドを使います。

❖ 印刷するファイルが1つの場合
ftp> put　¥パス名¥ファイル名　［オプショ
ン］

❖ 印刷するファイルが複数の場合
ftp> mput　¥パス名¥ファイル名　［¥パス名
¥ファイル名...］

補足

❒ mputコマンドではファイル名に「*」や「?」の
ワイルドカードを使用できます。

制限

❒ ファイル名に「=」と「,」は使用できません。
ファイル名をオプション文字列と判断して
しまいます。

ftp を起動してから印刷するまでの手順は次の
ようになります。

A プリンターの IPアドレス（または hosts
ファイルに設定したプリンターのホス
ト名）を引数にしてftpコマンドを起動し
ます。

% ftp　プリンターのIPアドレス

B 必要に応じてユーザー名を入力し、パス
ワードは何も入力しないでReturnキーを
押します。

User:
Password:
123
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C RTIFFエミュレーションなどバイナリー
ファイルを印刷するときは、ファイルの
モードをバイナリーモードにします。

ftp> bin

補足

❒ バイナリーファイルをアスキーモード
で印刷すると、印刷データが変更され正
しく印刷されないことがあります。

D 印刷するファイルを指定します。

以下はC:¥PRINTディレクトリにある、file1と
いう名前のTIFFファイルを印刷する例と、file1
とfile2を印刷する例です。

ftp> put C:¥PRINT¥file1 filetype=RTF
ftp> mput  C:¥PRINT¥file1 C:¥PRINT¥file2

E ftpを終了します。

ftp> bye
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telnetによるリモートメンテナンス（mshell）

telnet を使ってプリンターの状態や設定内容を
確認したり、各種の設定を行うことができます。

補足

❒ リモートメンテナンス（mshell）はネット
ワーク管理者だけが使用できるように、パス
ワードを設定して運用してください。

❒ パスワードはWebブラウザによるネットワー
クインターフェースボード設定機能で使用
するパスワードと共通です。mshell 上でパス
ワードを変更すると、他のパスワードも変更
されます。

操作の流れ
telnet を起動してから終了するまでの手順は次
のようになります。

制限

❒ リモートメンテナンスを同時に複数のユー
ザが使用することはできません。

A プリンターの IPアドレス（またはホスト
名）を引数にしてtelnetを起動します。

% telnet プリンターのIPアドレス

補足

❒ IPアドレスの代わりにホスト名を使用す
るときは/etc/hostsの設定が必要です。

B パスワードを入力します。

補足

❒ 工場出荷時のパスワードは「ricoh」に設
定されています。

C コマンドを入力します。

参照

使用できるコマンドについては、P.126
「コマンド一覧」を参照してください。

D telnetを終了します。

msh> logout

設定が変更されていると変更内容を保存す
るかどうか確認するメッセージが表示され
ます。

E 変更内容を保存するときは「yes」と入力
し、Enterキーを押します。

変更内容を保存しないときは「no」と入力し、
Enterキーを押します。コマンド入力を続け
るときは「return」と入力し、Enterキーを押
します。

補足

❒「Can not write NVRAM information」と
メッセージが表示されたとき、変更内容
は保存されていません。もう一度操作し
直してください。

❒ 変更内容を保存すると自動的にネット
ワークインターフェースボードがリ
セットされます。

❒ リセットしてもActive状態（印刷中、また
は印刷処理待ち）の印刷ジョブは印刷さ
れますが、Waiting状態（プリンターへの
ファイル転送待ち）のジョブは破棄され
ます。
125
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コマンド一覧
リモートメンテナンスで使用できるコマンドの
一覧です。

補足

❒「help」と入力すると使用できるコマンドの
一覧が表示されます。

msh> help

❒「help コマンド名」と入力すると、入力した
コマンド名の使い方が表示されます。

msh> help コマンド名

TCP/IPアドレス

TCP/IP（IPアドレス、サブネットマスク、ブロー
ドキャストアドレス、デフォルトゲートウェイ
アドレス）の表示や設定を行うにはifconfigコマ
ンドを使用します。

❖ 表示
msh> ifconfig

❖ 設定
msh> ifconfig インターフェース パラメー
タ アドレス

*1 インターフェースの指定は省略可能です。その場
合、LANインターフェースへ自動的に設定されま
す。

*2 拡張1394ボード（オプション）装着時に指定でき
ます。

（例） LANインターフェースのIPアドレスを
192.168.15.16に設定する

msh> ifconfig ether 192.168.15.16

（例） LANインターフェースのサブネットマス
クを255.255.255.0に設定する

msh> ifconfig ether netmask 192.168.15.16

補足

❒ パラメータで指定した項目が指定したアド
レスに設定されます。

❒ ルーターを越えて別のネットワークのワー
クステーションとやりとりするときは、ゲー
トウェイアドレスを設定してください。

❒ ゲートウェイアドレスは、LANインターフェー
ス、IEEE 1394インターフェース共通になります
ので、インターフェースごとの指定はできませ
ん

❒ アドレスを 16進形式で設定する場合は先頭
に「0x」を付けてください。

-アドレスについて

❖ サブネットマスク
IPアドレスの一部をネットワークアドレス
として使用するためのマスク値です。

❖ デフォルトゲートウェイアドレス
ルーターを越えて、別のネットワークのワー
クステーションとやり取り（印刷や情報の取
得）を行うとき、ゲートウェイとなるホスト
やルーターのアドレスです。

❖ ブロードキャストアドレス
ネットワークの特定の全機器にデータを送
るために決める特定のアドレスです。
MAC層の場合は「FF:FF:FF:FF:FF:FF」、IPの
場合はアドレスのホスト部のビットをすべ
て1に設定したものを使用します。

補足

❒ 設定するアドレスはネットワーク管理者に
確認してください。

❒ 設定するアドレスがわからないときは、工場
出荷時の設定のままご使用ください。

❒ 拡張 1394 ボード（オプション）装着時は、
IEEE 1394インターフェースとLANインター
フェースのサブネット範囲が重ならないよ
うに設定してください

インター
フェース

設定されるインターフェース

ether

sie0

LANインターフェース *1 

ip1394 *2 

fwip0 *2 

IEEE 1394インターフェース

パラメータ 設定される項目

なし IPアドレス

netmask サブネットマスク

gateway デフォルトゲートウェイ
アドレス

broadcast ブロードキャストアドレス
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アクセスコントロール

アクセスコントロールの表示と設定を行なうに
はaccessコマンドを使用します。また、アクセス
レンジを複数設定することもできます。

❖ 表示
msh> access

❖ 設定
msh> access 対象番号 range 開始アドレス
終了アドレス
（例）アクセス可能なIPアドレスを192.168.0.10
から192.168.0.20に設定する
msh> access 1 range 192.168.0.10
192.168.0.20

補足

❒ アクセスレンジは、印刷できるワークス
テーションをIP アドレスを使って制限す
るためのものです。印刷を制限する必要
がない場合は、「0.0.0.0」を設定してくだ
さい。

❒ 開始アドレスが終了アドレスよりも大
きい場合、設定は無効となります。

❒ アクセスレンジは、5件まで設定可能です。
対象番号を省略した場合は、設定が無効に
なります。

❖ アクセスコントロールの初期化
msh> access flush

補足

❒ 工場出荷時の設定に戻します。全てのア
クセスレンジが「0.0.0.0」になります。

ネットワークブート

ネットワークブートの設定をするには set コマ
ンドを使用します。

msh> set パラメータ {on | off}

有効にするには「on」を、無効にするには「off」
を指定します。

補足

❒ DHCPを使用するときはサーバの設定が必要
です。

プロトコル

プロトコルの有効／無効を切り替えるには set
コマンドを使用します。

msh> set プロトコル {up | down}

*1 拡張1394 ボード（オプション）装着時に表示され
ます。

補足

❒ TCP/IPを無効に設定してログアウトすると、
このリモートメンテナンスそのものが使用
できなくなります。誤って「無効」に設定し
たときは、プリンターの操作パネルを使って
設定し直してください。

❒ TCP/IPを無効にすると、ip1394,lpr,ftp,rsh,diprint,
web,snmp,ippも使用できなくなります。

プリンターの状態

プリンターの状態を表示するには表示内容に応
じたコマンドを使用します。

msh> コマンド

パラメータ 設定される方式

dhcp DHCP

プロトコル

appletalk

tcpip

netware

netbeui

scsiprint *1 

ip1394 *1 

lpr

ftp

rsh

diprint

web

snmp

ipp

プロトコルを有効にするに
は「up」を、無効にするに
は「down」を指定します。

コマンド 表示される内容

status プリンターの状態（ス
テータス）と印刷ジョブ
の情報（プリントジョブ
情報）

info 給紙トレイや排紙トレイ
の情報（プリンター情報）

prnlog [ID番号] これまでに印刷した16件
分の記録（プリントログ
情報）
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補足

❒ prnlogで ID番号を指定するとジョブのさら
に詳しい情報が表示されます。

参照

表示される内容について詳しくは、プリン
ター本体の使用説明書、およびP.134 「取得
情報の内容」を参照してください。

ネットワークインターフェースボード
の情報

ネットワークインターフェースボードの設定状
況を表示するにはshowコマンドを使用します。

msh> show [-p]

補足

❒ -pオプションを付けると1画面ずつ表示され
ます。

❒ NetBEUIプロトコルでコンピュータ名、ワー
クグループ、コメントを日本語で入力してい
るときは、シフト JISが表示できる環境で使
用してください。

参照

表示される内容について詳しくは、P.136
「ネットワークインターフェースボードの情
報」を参照してください。

システムログ情報

プリンターのシステムログ情報として記録され
たメッセージを表示するには syslogコマンドを
使用します。

msh> syslog

参照

表示される内容について詳しくは、P.139 「シ
ステムログ情報」を参照してください。

SNMP

コミュニティ名など SNMPに関する表示と変更
を行うにはsnmpコマンドを使用します。

制限

❒ IEEE 1394インターフェース（オプション）は、
TCP/IPプロトコルのみ有効です。

補足

❒ 設定できる登録番号は1～10です。

❒ 登録番号の1～10にpublicが存在しない場合、
Ridoc IO AdminやRidoc IO Naviからプリン
ターを参照することはできません。

❒ 登録番号1と2の工場出荷時の設定は次のと
おりです。

❖ 表示
SNMP情報と使用可能なプロトコルを表示
します。

msh> snmp ?
指定した登録番号の設定状態を表示します。

msh> snmp [-p] [登録番号]

補足

❒ -pオプションを付けると 1画面ずつ表示
されます。

❒ 登録番号を省略すると、すべての番号の
状態を表示します。

❖ コミュニティ名設定
指定した登録番号のコミュニティ名を設定
します。

msh> snmp 登録番号 name コミュニティ名

補足

❒ コミュニティ名は半角で 15バイト以内
です。

❖ アクセスタイプ設定
登録番号ごとにアクセスタイプを切り替え
ます。
msh> snmp 登録番号 type アクセスタイプ

登録番号 1 2

コミュニティ名 public ricoh

IPアドレス 0.0.0.0 0.0.0.0

アクセスタイプ read-only

trap off

read-write

trap off

アクセス
タイプ

設定される内容

read 情報の読み出しのみ可能(read-
only)

write 情報の読み出しと書き込みが
可能 (read-write)

trap エラー情報を通知 (trap)

no アクセスできません (not acces-
sible)
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❖ プロトコル設定
使用可能なプロトコルを選択するには次の
コマンドを使います。このコマンドで設定を
無効にすると、すべての登録番号で使用でき
なくなります。

msh> snmp {ip | ipx} {on | off}

• プロトコルを有効にするには「on」を、無
効にするには「off」を指定します。

登録番号ごとにプロトコルの設定を変える
には次のコマンドを使います。ただし、上の
コマンドで無効にしたプロトコルは、このコ
マンドで有効にしても使用できません。
msh> snmp 登録番号 active {ip | ipx} {on
| off}

❖ アクセス設定
使用するプロトコルに応じたホストのアド
レスを設定します。
「アクセスタイプ」を「read-only」または「read-

write」に設定したときは、ここに入力したア
ドレスのホストからの要求だけを受け付け
ます。どのホストからの要求でも受け付ける
ようにするには、「0」を入力します。
「アクセスタイプ」を「trap」に設定したとき
は、情報を通知するホストのアドレスを入力
します。
msh> snmp 登録番号 {ip | ipx} アドレス

補足

❒ TCP/IPを使用するときはアドレスとして
IPアドレスを入力します。

❒ IPX/SPXを使用するときはアドレスとし
てIPXアドレスを入力します。IPXアドレ
スはホストが接続されているネット
ワークの番号とホストに取り付けられ
ているネットワークインターフェース
ボードのMACアドレス（物理アドレス）
をコロン（:）で区切って入力します。

（例） 登録番号3にIPアドレスを設定する
（192.168.15.16）
msh> snmp 3 ip 192.168.15.16
（例） 登録番号3にIPXアドレスを設定する
（ネットワーク番号=7390A448、MACアドレ
ス=00:00:74:62:5C:65）
msh> snmp 3 ipx 7390A448:000074625C65

IPP

IPPの使用環境を設定するには、IPPコマンドを
使用します。

❖ IPPの設定値表示
IPPの設定値を表示します。

msh> ipp
次の設定値が表示されます。

timeout=900(sec)
auth basic

•「timeout」には、ネットワークプリンター
に接続できない場合にリトライをやめ
て印刷ジョブを一時停止するまでの時
間（タイムアウト）が表示されます。

•「auth」には、ユーザー認証のモードが表
示されます。

❖ IPPタイムアウトの設定
何らかの原因により印刷データが途切れた
場合に、印刷ジョブを取り消すまでの時間を
指定します。設定範囲は30～65535 秒です。

msh> ipp timeout {30 - 65535}

❖ IPPユーザー認証方式の設定
IPPユーザー認証を行って、IPPを使って印刷
できるユーザーを制限することができます。
工場出荷時はユーザー設定を行わない設定
になっています。

ipp auth {basic|digest|off}

•「basic」または「digest」で、認証を行いま
す。

•「off」で、認証を行わなくなります。

補足

❒ ユーザー認証を行うように指定した場
合、次の「IPPユーザーの登録」を参照し
てユーザー名の登録を行ってください。
ユーザーは10組まで登録できます。

❖ IPPユーザーの登録
IPPを使って印刷できるユーザーを登録でき
ます。

ipp user
次のメッセージが表示されます。

Input user number (1 to 10):
129
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設定するユーザー番号を入力し、ユーザー名
とパスワードを指定します。

IPP user name:user1
IPP password:*******
ユーザー名とパスワードが設定されると次
のメッセージが表示されます。

User configuration changed.

SMB

コンピュータ名やワークグループ名など
NetBEUI関連の項目を設定、削除するにはsmbコ
マンドを使用します。

msh> smb パラメータ

ROUTE

TCP/IPルーティングテーブルの設定をするには
routeコマンドを使用します。

routeコマンドを使うと、通常のネットワークで
はルーター装置等の環境により自動的に保守さ
れているルーティングテーブルを手動で変更で
きます。

補足

❒ ルーティングテーブルの最大数は16です。

*1 IPアドレス

SLP

SLPの設定を変更するには、slpコマンドを使用
します。

NetWare5のPureIP環境でご使用の場合、SLPを用
いてNetWareサーバを検索します。slpコマンド
を使うと、SLP マルチキャストパケットが使用
するTTL値(通過できるルーターの数+1)を指定
できます。

補足

❒ 工場出荷時の設定は1です。ローカルセグメ
ント内のみで検索します。ただしこのTTL値
を増やした場合でもネットワーク環境で使
用のルーター装置がマルチキャスト対応し
ていなければ有効ではありません。

❒ 設定できるSLPパケットのTTL値は1～255
です。 

msh> slp ttl ttl_val 

ジョブスプール

ジョブスプールの使用環境を設定するには、
spoolswコマンドを使用します。ジョブスプール
は「lpr」、「ipp」プロトコルに対応しています。

❖ 表示
ジョブスプールの設定値を表示します。

msh> spoolsw

パラメータ 設定される項目

comp コンピュータ名（13バイト
以下）

group ワークグループ名（15バイ
ト以下）

comment コメント（31バイト以下）

clear comp コンピュータ名のクリア

clear group ワークグループのクリア

clear comment コメントのクリア

コマンド 設定される項目

route add 
[host|net] desti-
nation *1  gate-
way *1 

destinationで表されるhost(or 
network)ルートおよびgate-
wayで表されるgatewayアド
レスをテーブルに追加しま
す。host/net省略時はhost設
定となります。

route delete 
[host|net] desti-
nation *1 

destinationで表されるhost(or 
network)ルートをテーブルか
ら削除します。host/net省略
時はhost設定となります。

route get [desti-
nation *1 ]

destination指定時は該当route
情報のみ表示します。destina-
tion無指定時は全route情報を
表示します。

route active 
[host|net] desti-
nation *1  on/off

指定されたdestinationの有効/
無効を切り替えます。
host/net省略時はhost設定と
なります。

route flush 全route情報を削除します。

コマンド 設定される項目
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❖ ジョブスプール設定
msh> spoolsw spool {on | off}

• ジョブスプール機能を有効にするには
「on」を、無効にするには「off」を指定し
ます。

❖ ジョブの初期化
本機の電源がスプールされたジョブの印刷
中に切られた場合、プリンタの電源再投入時
に、それまでスプールしていたジョブを印刷
しなおすかどうか指定できます。

msh>spoolsw clearjob {on |off}

❖ プロトコルの設定
プロトコルごとに設定を変えるには次のコ
マンドを使います。「lpr 」、「ipp 」プロトコ
ルごとの指定ができます。

• lpr

msh> spoolsw lpr {on | off}

• ipp

msh> spoolsw ipp {on | off}

プリンター名の変更

プリンター名を変更するには、hostnameコマン
ドを使用します。

msh> hostname インターフェース プリンター
名

*1 インターフェースの指定は省略可能です。その場
合、LANインターフェースへ自動的に設定されま
す。

*2 拡張1394ボード（オプション）装着時に指定でき
ます。

補足

❒ プリンター名は、13バイト以下で設定してく
ださい。

❒ RNPまたはrnpではじまる名前は設定できま
せん。

WINS機能の設定

WINSサーバを指定するには、WINSコマンドを
使用します。

補足

❒ WINSサーバ機能については、「WINSサーバ
を使用するには」を参照してください。

❖ WINSサーバの設定値表示
WINSサーバのIPアドレスを表示します。

msh> wins
次の設定値が表示されます。

wins: primary server 192.168.10.1
secondary server server 192.168.10.2
wins server current config:
      primary server 192.168.10.1
secondary server 192.168.10.2
      hostname IPSiONX920 ScopeID

補足

❒ ネットワークブートに DHCP を使用して
いる場合、2行目に現在のWINSサーバの
アドレスが表示されます。DHCPを使用し
ていない場合は、2行目は表示されません。

❒ DHCPから取得した IPアドレスとWINS
の IPアドレスが異なった場合、DHCPか
ら取得したIPアドレスが有効です。

❖ WINS機能を有効にする
msh> set wins {on|off}

• WINS機能を有効するには「on」を、無効
にするときは「off」を指定します。

❖ WINSサーバのアドレス設定
WINSサーバのアドレスを設定できます。

msh> wins {primary|secondary} アドレス

•「primary」でプライマリWINSサーバのア
ドレスを設定できます。

•「secondary」でセカンダリWINSサーバの
アドレスを設定できます。

インター
フェース

設定されるインターフェース

ether LAN インターフェース *1 

ip1394 *2 IEEE 1394 インターフェース
131
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AutoNet機能の設定

AutoNet機能を使用するには、setコマンドを使用
します。

補足

❒ AutoNet機能については、P.118 「AutoNet機能
を使用する」を参照してください。

msh> set autonet {on|off}

• AutoNet機能を有効にするには「on」を、無効
にするには「off」を指定します。

パスワードの変更

リモートメンテナンスのパスワードを変更する
にはpasswdコマンドを使用します。

 重要
❒ パスワードは控えを取るなどして忘れない
ようにしてください。

補足

❒ 工場出荷時は「ricoh」に設定されています。

A passwdと入力します。

msh> passwd

B 現在のパスワードを入力します。

Old password:

C 新しいパスワードを入力します。

New password:

補足

❒ 入力できるのは半角英数字と表示可能
な半角記号で3～8バイトの範囲です。大
文字と小文字も区別されます。

❒ パスワードはWebブラウザによるネット
ワークインターフェースボード設定機
能で使用するパスワードと共通です。
mshell上でパスワードを変更すると、他
のパスワードも変更されます。

D 新しいパスワードをもう一度入力しま
す。

Retype new password:

SNTP

SNTP（Simple Network Time Protocol）を使用し
て、NTPサーバと本機の時間とを合わせること
ができます。

SNTPの設定を変更するには、sntpコマンドを使
用します。

制限

❒ サポートするNTPサーバはxnptd V3および
xnptd V4です。

❖ 表示
sntpの設定値を表示します。
msh> sntp

❖ NTPサーバのアドレス設定
NTPサーバのIPアドレスを設定できます。
msh> sntp server アドレス

❖ インターバルの設定
設定した NTP サーバと同期を取る間隔を指
定します。
msh> sntp interval インターバル値

補足

❒ 工場出荷時の設定値は3600（秒）です。

❒ 設定できる値は16～16384（秒）です。

❒ 0を設定した場合には、本機の電源を入れ
たときに一度だけNTPサーバと同期を取
ります。そのあとは同期を取りません。

❖ タイムゾーンの設定
NTPサーバから取得した時刻情報との時間差
を設定できます。
msh> sntp timezone +/-時間

補足

❒ 時間の書式は24時間単位となります。

❒（例）時間差を+8時間に設定する

msh> sntp timezone +08：00
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SNMP

本ネットワークインターフェースボードと、拡張1394ボード（オプション）にはUDPとIPX上で動作す
るSNMP（Simple Network Management Protocol）エージェントが組み込まれています。SNMPマネージャ
を使ってプリンターの情報を取得することができます。

工場出荷時のコミュニティ名には「public」と「ricoh」が設定されています。このコミュニティ名でMIB
情報を取得することができます。

補足

❒ コミュニティ名の設定方法には、次の設定方法があります。

• コマンドラインからtelnetを使用して設定することができます。⇒ P.128 「SNMP」

• Ridoc IO Admin からイーサネットボード設定ツールを使用して設定することができます。
⇒Ridoc IO Adminのヘルプを参照してください。

• Webブラウザから設定することができます。 ⇒CD-ROM内のヘルプを参照してください。

制限

❒ IEEE1394インターフェース（オプション）は、TCP/IPプロトコルのみ有効です。

 

❖ サポートしているMIB
• MIB-II

• PrinterMIB

• HostResourceMIB

• RicohPrivateMIB（リコーオリジナル）
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取得情報の内容

ネットワークインターフェースボードから取得するできる情報の詳細です。

プリントジョブ情報
印刷待ちのジョブの情報です。

次の方法で確認できます。

• UNIX：lpqコマンド、rsh、rcp、ftpのstatパラメータを使います。⇒ P.112 「プリンターの状態表示」

• mshell：statusコマンドを使います。⇒ P.127 「プリンターの状態」

項目名 意味

Rank 印刷ジョブの状態
• Active
印刷中、または印刷処理待ち状態 

• Waiting
プリンターへのファイル転送待ち状態 

Owner 印刷要求元（ユーザー名、ワークステーション名、またはアドレス）

Job 印刷要求番号

Files ファイル名

Total Size 印刷ジョブのデータサイズ（スプール時）常に「0 bytes」と表示。
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プリントログ情報
これまでに印刷したジョブの記録です。過去16件分の記録が表示されます。

次の方法で確認できます。

• UNIX：rsh、rcp、ftpのprnlogパラメータを使います。⇒ P.112 「プリンターの状態表示」

• mshell：prnlogコマンドを使います。⇒ P.127 「プリンターの状態」

*1 IDを指定してinfoコマンドを入力した場合、表示されます。

項目名 意味

ID 印刷要求番号

User 印刷要求元（ユーザー名、ワークステーション名、またはアドレス）

Page 印刷したページ数

Result 通信結果
• OK
通信上、印刷要求は正常に終了しました。ただしプリンター側
の問題で印刷が正常に終了していない場合があります。

• NG
印刷が正常に終了しませんでした。 

• Canceled
rcp、rsh、lprコマンドの印刷要求が中止されました。印刷アプリ
ケーションにより発生する場合があります。ftp、rprinterでは発
生しません。

Time 印刷要求受け付け時間

User ID *1 プリンタードライバーで設定されたUser ID

JobName *1 ファイル名
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ネットワークインターフェースボードの情報
ネットワークインターフェースボードに設定してある内容の情報です。

次の方法で確認できます。

• mshell：showコマンドを使います。⇒ P.128 「ネットワークインターフェースボードの情報」

項目名 意味

Common  

　Mode  

　Protocol Up/Down プロトコルの有効(Up)、無効(Down)

　　AppleTalk  

　　TCP/IP  

　　NetWare  

　　NetBEUI  

　　IP over 1394 *1  

　　SCSI print *1  

　Ethernet interface 内部的なバージョン番号

　Syslog  

　　priority  

　NVRAM version  

　Device name プリンタ名

　Comment コメント

　Contact SNMP情報での設置場所

　Location SNMP情報での管理者や連絡先

　Soft switch  

AppleTalk  

　Mode 選択中のAppleTalkプロトコル

　Net ネットワーク番号

　Object Macintosh上からのプリンター名

　Type プリンターのタイプ名

　Zone 所属しているゾーン名

TCP/IP  

　Mode コマンドの有効(Up)、無効(Down)

　　ftp  

　　lpr  

　　rsh  

　　telnet  
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　　diprint  

　　web  

　　ftpc  

　　snmp  

　　ipp  

　　wins  

　EncapType フレームタイプ

　Network boot ネットワークブート

　Address IPアドレス

　Netmask サブネットマスク

　Broadcast ブロードキャストアドレス

　Gateway デフォルトゲートウェイアドレス

　AccessRange [X *2 ]: アクセスコントロールレンジ

　Primary WINS プライマリWINSサーバアドレス

　Secondary WINS セカンダリWINSサーバアドレス

　Time Server NTPサーバアドレス

　Time Zone NTPサーバとの時間差

　Time Server Polling time NTPサーバとのインターバル間隔

　SYSLOG server  

　Home page URL ホームページのURL

　Home page link name ホームページのURL名

　Help page URL ヘルプページのURL

　SNMP protocol SNMPで使用するプロトコル

NetWare  

　EncapType フレームタイプ

　RPRINTER number リモートプリンタ番号

　Print server name プリントサーバ名

　File server name 接続するファイルサーバ名

　Context name プリントサーバのコンテキスト

　Swich  

　　Mode 動作モード

　　NDS/Bindery （この値は固定です）

　　Packet negotiation  

　Print job timeout パケットタイムアウト

項目名 意味
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*1 拡張1394 ボード（オプション）装着時に表示されます。
*2 Xには1～5の数字が入ります。

NetBEUI  

　Switch  

　　Mode （この値は固定です）

　　Direct print （この値は固定です）

　　Notification 印刷完了通知

　Workgroup name ワークグループ名

　Computer name コンピュータ名

　Comment コメント

　Share name[1] 共有名（プリンターの機種名です）

IP over 1394 *1  

　Device name プリンタ名

　Address IPアドレス

　Netmask サブネットマスク

　Broadcast ブロードキャストアドレス

Shell mode リモートメンテナンスツールのモード

項目名 意味
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メッセージ一覧

プリンターのシステムログ情報として記録されるメッセージと、ユーティリティやコマンドの使用時
に表示されるメッセージの一覧です。

システムログ情報
システムログ情報は次の方法で確認できます。

• UNIX：rsh、rcp、ftpのsyslogパラメータを使います。⇒ P.112 「プリンターの状態表示」

• mshell：syslogコマンドを使います。⇒ P.128 「システムログ情報」

メッセージ 状態、対処方法

Access to NetWare server <ファイルサーバ名> 
denied. Either there is no account for this print 
server on the NetWare server on the password was 
incorrect.

（プリントサーバ動作時）ファイルサーバにログイン
できません。<ファイルサーバ>上にプリントサーバ
が登録されているか確認してください。プリント
サーバにパスワードを設定している場合はパスワー
ドを削除してください。

add_sess: community <コミュニティ名> al-
ready defined.

コミュニティ名が重複しています。他のコミュニ
ティ名と重複しない名前を設定して下さい。

add_sess: session <コミュニティ名> not de-
fined.

認証不可のコミュニティ名で、設定要求を受けまし
た。

add_sess:bad trap addr:<IpAddress>, communi-
ty:<コミュニティ名>

コミュニティのアクセスタイプがＴＲＡＰの場合、
ＩＰアドレス 0.0.0.0 は無効です。ＴＲＡＰ送信先ホ
ストのＩＰアドレスを指定して下さい。

add_sess_ipx: bad trap addr: <IPXアドレス>, 
community:<コミュニティ名>

コミュニティのアクセスタイプがＴＲＡＰの場合、
ＩＰＸアドレス 00:00:00:00:00:00 は無効です。
ＴＲＡＰ送信先ホストのＩＰＸアドレスを指定して
下さい。

add_sess_ipx: community <コミュニティ名> 
already defined.

コミュニティ名が重複しています。他のコミュニ
ティ名と重複しないコミュニティ名を設定して下さ
い。

add_sess_ipx: session_ipx <コミュニティ名> 
not defined.

認証不可のコミュニティ名で、設定要求を受けまし
た。

ANONYMOUS FTP LOGIN FROM < IPアド
レス>, <パスワード>

ホスト< IPアドレス>よりパスワード<パスワード>で
anonymousログインされました。

anpd start. (AppleTalk) anpd(AppleTalk Network Package Daemon)を起動しま
した。

Attach FileServer=<ファイルサーバ> ニアレストサーバとして<ファイルサーバにアタッチ
しました。>

Attach to print queue <プリントキュー名> （プリントサーバ動作時）<プリントキュー名>にア
タッチしました。
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Cannot create service connection （リモートプリンタ起動時）ファイルサーバとコネク
ションを確立できません。ファイルサーバのユーザ
制限を越えている場合があります。

Cannot find rprinter（<プリントサーバ名>/<
プリンタ番号>）(リモートプリンタ起動時)

<プリントサーバ名>上に<プリンタ番号>のプリン
ターがありません。プリントサーバに登録されている
プリンターのプリンタ番号を確認してください。プ
リントサーバに登録されているプリンターのプリン
タ番号を確認してください。

Change IP adress from DHCP Server. DHCPリース更新処理時に使用していたIPアドレスか
ら違うアドレスに変更されました。DHCPCDを終了
します。毎回同じIPアドレスが割り当てられるよう
にDHCPサーバの設定を静的設定（IPアドレスの予
約）にしてください。

child process exec error! (プロセス名) ネットワーク関連のプロセス起動に失敗しました。
電源再投入しても回復しない場合は、サービスマン
にご連絡ください。

Connected DHCP Server（<DHCPサーバアド
レス>）.

DHCPサーバからのIPアドレス取得に成功しました。

connection from <IPアドレス> ホスト<IPアドレス>よりログインされました。

Could not attach to FileServer <エラー番号> （リモートプリンタ起動時）ファイルサーバにアタッ
チできません。ファイルサーバが何らかの理由で接
続を拒否しています。ファイルサーバの設定を確認
してください。

Could not attach to PServer <プリントサーバ
名>

（リモートプリンタ起動時）プリントサーバにアタッ
チできません。プリントサーバが何らかの理由で接
続を拒否しています。プリントサーバの設定を確認
してください。

Current Interface Speed : < EhternetI/F速度> 現在のEthernet I/Fの速度です。（10Mbpsまたは
100Mbps）。

Current IP address（<現在のIPアドレス>）. DHCPサーバから取得した<現在のIPアドレス>で動
作します。

Current IPX address <IPXアドレス> IPXアドレスが<IPXアドレス>です。

DHCP lease time expired. DHCPリース切れになりました。DHCP Discoverを再
び行います。なお、使用していたIPアドレスが使用
できなくなります。

DHCP server not found. DHCPサーバが見つかりませんでした。ネットワー
ク上にDHCPサーバが起動していることを確認して
ください。

dhcpcd start. dhcpcd（DHCPクライアントサーバ）を起動しました。

Duplicate IP=< IPアドレス>（from < MACア
ドレス>）.

設定されたIPアドレスが重複して使用されています。
IPアドレスはユニークなものでなければなりませ
ん。MACアドレスに示された機器をチェックしてく
ださい

メッセージ 状態、対処方法
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Established SPX Connection with PServer，(RP-
Socket=<ソケット番号>, connID=<コネク
ションID>)

（リモートプリンタ起動時）プリントサーバとコネク
ションを確立しました。

exiting lpdのサービスを終了しプロセスをEXITしています。

Exit pserver （プリントサーバ動作時）必要な設定がされていない
ため、プリントサーバを終了しました。exitinglpdの
サービスを終了しプロセスをEXITしています。

Frametype=<フレームタイプ名> NetWareで使用するフレームタイプを<フレームタイ
プ名>に設定しました。

httpd start. httpdが起動しました。

inetd start. inetdを開始します。

<Interface> started with IP: <IPアドレス> <Interface>に<IPアドレス>が設定されて、動作を開
始しました。

<Interface>: Subnet overlap. <Interface>に設定しようとしたIPアドレスとNetmask
から導かれるSubnetの範囲が、ほかのインタフェー
スのSubnet範囲と重なっています。

各インタフェースのSubnet範囲が重ならないように
設定してください。

IPP cancel-job: permission denied. ジョブのキャンセル時にユーザ名による認証に失敗
しました。

ipp disable. IPP機能は利用できません。

ipp enable. IPP機能が利用可能です。

IPP job canceled. jobid=%d. エラーあるいはユーザ要求により、スプールされた
ジョブがキャンセルされる場合に表示されます。

LeaseTime=<リース時間>(sec), Renew-
Time=<更新間隔>(sec).

DHCPサーバから取得したリソースのリース時間は<
リース時間>秒、更新時間は<更新間隔>秒です。

Login to fileserver <ファイルサーバ名>
（< IPX|IP>,< NDS|BINDERY>）

（プリントサーバ動作時）<ファイルサーバ>にNDS
またはBINDEYモードでログインしました。使用し
ているトランスポートプロトコルも表示します。

multid start. マルチプロトコル用データ処理サービスを起動しま
した。

nbstart start. (NetBEUI) NetBEUIプロトコルスタック設定サーバが起動しま
した。

NBT Registration Broadcast(< NetBIOS名>) < NetBIOS名>とIPアドレスのマッピング（NetBIOS
名の解決）をローカルブロードキャストで行います。

nbtd start. nbtd(NetBIOS over TCP/IP Daemon)を起動しました。
（本サービスはDHCPモード時のみ起動されます。）

NetBEUI Computer Name=<コンピュータ名> NetBEUIのコンピュータ名を決定しました。

nmsd start. (NetBEUI) nmsd(NaMe Server Daemon)を起動しました。

メッセージ 状態、対処方法
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npriter start. (NetWare) （リモートプリンタ動作時）NetWareサービスをリ
モートプリンタモードで起動しました。

nwstart start. (NetWare) NetWareプロトコルスタック設定サーバが起動しまし
た。

Open log file <ファイル名> （プリントサーバ動作時）監視ログファイルをオープ
ンしました。

papd start. (AppleTalk)papd(Printer Access Protocol Daemon)を起動
しました。

permission denied. ジョブのキャンセル時にユーザ名やホストアドレス
によるチェックで権限なしと判定された場合
（ROOT権限を除く）に表示されます。

phy release file open failed. ネットワークボードに異常が発生している可能性が
あります。

Print queue <プリントキュー名> cannot be 
serviced by printer 0, <プリントサーバ名>

（プリントサーバ動作時）<プリントキュー名>を
サービスできません。プリントキューのボリューム
が指定のファイルサーバ上に存在するか確認してく
ださい。

Print server <プリントサーバ名> has no print-
er

（プリントサーバ動作時）<プリントサーバ名>にプ
リンタが割り当てられていません。NetWareアドミニ
ストレータで割り当て後、プリンタを再起動してく
ださい。

print session full 接続要求がフルです。しばらくしてから再接続して
ください。

Printer <プリンタ名> has no queue （プリントサーバ動作時）<プリンタ名>にプリント
キューが割り当てられていません。NetWareアドミニ
ストレータで割り当て後、プリンターを再起動して
ください。

pserver start. (NetWare) （プリントサーバ動作時）NetWareサービスをプリン
トサーバモードで起動しました。

Required computer name（<コンピュータ名>） 
is duplicate name

ネットワーク上に同じ（<コンピュータ名>）のプリ
ンター名を検出しました。起動処理は、（<コン
ピュータ名>）にサフィックス（0、1・・・）を追加
して（<コンピュータ名>）を決めます。重複しない
コンピュータ名を設定してください。

Required file server（<ファイルサーバ名>） 
not found

<ファイルサーバ名>で設定されたファイルサーバが
見つかりませんでした。

restarted. LPDが開始したことを示す。

sap enable, saptype=< SAPタイプ>, sap-
name=<SAP名>

SAP機能が起動されました。SAP（SAPタイプ、SAP
名）パケットを発行し、NetWareサーバ上のSAPテー
ブルにサービスの存在を登録します。

Set context to <NDSコンテキスト名> <NDSコンテキスト名>を設定しました。

shutdown signal received. network service re-
booting...

ネットワークのリブート処理を行います。

メッセージ 状態、対処方法
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smbd start. (NetBEUI) smbd(Sever Message Block Daemon)が起動しました。

Snmp over ip is ready. tcp/ip上での通信が可能です。

Snmp over IP over 1394 is ready. IP over 1394上での通信が可能です。

Snmp over ipx is ready. IPX上での通信が可能です。

snmpd start. ダイレクトプリントサービスを開始しました。

started. ダイレクトプリントサービスを開始しました。

The print server received error <エラー番号> 
during attempt to log in to the network. Access to 
the network was denied. Verify that the print 
server name and password are correct.

プリントサーバが登録されていないか、パスワード
が与えられています。プリントサーバをパスワード
なしで登録してください。

win2kspd protocol-DOWN (APPEXIT). NVRAM設定：protocol-DOWNによりSBP2TSPデバイ
スのioctl(SPIOCAPPEXIT)を行いました。SCSI print受
信不可状態です。

win2kspd protocol-UP (APPENTRY). NVRAM設定：protocol-UPによりSBP2TSPデバイス
のioctl(SPIOCAPPENTRY)を行いました。SCSI print受
信可能状態です。

win2kspd started. SCSI print(SBP-2)サービスを開始します。

WINS name refresh :Server No Response WINSサーバアドレスに誤りがないか確認して下さ
い。または、WINSサーバが正常に動作しているか確
認して下さい。

WINS name registration/refresh error code(エ
ラー番号）

重複しないNetBIOS名を設定して下さい。または、
WINSサーバアドレスに誤りがないか確認して下さ
い。または、WINサーバが正常に動作しているか確
認して下さい。

WINS name registration:Server No Response 登録処理に対する応答がサーバからありません。
WINSサーバアドレスに誤りがないか確認して下さ
い。または、WINSサーバが正常に動作しているか確
認して下さい。

WINS server address0.0.0.0 WINSサーバアドレスの指定がされていません。WINS
による名前解決を行う場合はWINSサーバアドレスを
設定して下さい。

WINS Server=<WINS サーバアドレス> Net-
BIOS Name=<NetBIOS名>

<WINSサーバアドレス>への名前の登録が正常に終
了しました。

WINS wrong scopeID 不正なスコープＩＤが使用されています。正常なス
コープＩＤを設定して下さい。

write error occurred.(diskfull) スプールファイル書き込み中にディスクフルが検知
されました。印刷処理が進み、HDDの空き容量が増
えるのをお待ちください。

write error occurred.(fatal) スプールファイル書き込み中に致命的なエラーが発
生しました。電源再投入後復帰しなければサービス
を依頼してください。

メッセージ 状態、対処方法
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使用上の注意

ネットワークインターフェースボードを使用す
る場合は、次の事項に注意してください。設定が
必要な場合は、正しく設定してからお使いくだ
さい。

ネットワークにISDN回線を
接続している場合
リコー製のネットワークユーティリティには周
期的に装置と通信を行うものがあり、設定したア
ドレスの値によってはISDN 回線が接続されたま
まの状態になり、多大な通信料がかかることがあ
ります。 装置のネットワークアドレスを設定す
るとき、及びネットワークユーティリティの通信
先のアドレスを指定するときは、回線の接続が発
生しない値に設定してください。

リモート側のネットワーク上に NetWareのファ
イルサーバが存在している場合、プリンターか
ら送出されるパケットにより ISDN 回線が接続
されたままの状態になり、多大な通信料がかか
ることがあります。これは NetWareの仕様によ
るものなので、この問題を回避するには次に示
すネットワーク管理上での対応が必要です。
ネットワーク管理上対応できない場合は、プリ
ンターの設定で対応してください。

ネットワーク管理上の対応方法

ISDN ルーターでプリンターのパケットをフィ
ルタリングし、プリンターのパケットがISDN回
線に流れないように設定してください。

補足

❒ フィルタリングするプリンターのMACアド
レス(物理アドレス)は、プリンターから印刷
するシステム設定リストの「イーサネットア
ドレス」に記載されています。システム設定
リストについてはプリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

❒ ルーターの設定を変更できない場合は、次に
示すプリンターの設定による方法で対応し
てください。

プリンターの設定による対応方法
（NetWareを使用する場合）

A 本書のセットアップ方法に従い、必ず
ファイルサーバを指定します。

補足

❒ Ridoc IO Adminでは、イーサネットボー
ド設定ユーティリティーのプロパティ
シートを開き、［NetWare］タブの［ファ
イルサーバ名］ボックスにファイルサー
バ名を入力します。

B NetWareの使用環境に合わせてフレーム
タイプを固定します。

参照

使用するフレームタイプを選択する方
法については、プリンター本体のセット
アップガイドを参照してください。

プリンターの設定による対応方法
（NetWareを使用しない場合）

A ネットワークインターフェースボードは
印刷していない間もネットワーク上にパ
ケットを発行します。プロトコルの選択
でNetWareを無効にします。

参照

プロトコルを無効にする方法について
は、プリンター本体のセットアップガイ
ドを参照してください。

WindowsからPostScript印刷
する場合
WindowsからPostScript印刷するときは、PostScript
3モジュールに付属の使用説明書を参照し、プリ
ンタードライバーでネットワークインター
フェースボードを使用する設定にしてください。
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NetWare環境で印刷する場合

フォームフィードの設定

NetWare上で用紙送り（フォームフィード）の設
定をしないでください。Windowsのプリンター
ドライバーで改ページの制御を行っているた
め、NetWare上で設定する必要はありません。設
定していると正しく印刷できない場合がありま
す。

用紙送りしないようにするには、使用している
OSに応じて以下のように設定します。

• Windows 95/98/Meの場合はプリンターのプ
ロパティの［プリンタ設定］タブで、［フォー
ムフィード］のチェックを外します。

バナーページの設定

NetWare上でバナーページの設定をしないでく
ださい。

バナーページを付けないようにするには、使用
しているOSに応じて以下のように設定します。

• Windows 95/98/Meの場合はプリンターのプ
ロパティの［プリンタ設定］タブで、［バナー
の使用］のチェックを外します。

プリンターのリセット後に印刷する
とき

リモートプリンターとして使用しているプリン
ターをリセットすると、プリンターは30～40秒
後にいったんプリントサーバから切断され、そ
のあと再び接続されます。リセット後、切断され
るまでの間も印刷ジョブは受け付けられます
が、このジョブは実際には廃棄されて印刷され
ないことがあります。これは NetWareの仕様に
よるものです。

プリンターをリモートプリンタとして使用して
いて、リセットした直後に印刷するときは、プリ
ントサーバ上でプリンターのステータスが未接
続になったことを確認するか、リセットしてか
ら2分程度待って印刷してください。

Ridoc IO NaviでIPPを使用
する場合
Ridoc IO NaviでIPPを使用する場合は、以下の点
に注意して使用してください。

• ネットワークプリンターが受け付けるRidoc
IO Naviからの印刷ジョブは、1件のみです。
ネットワークプリンターが印刷中のとき、他
のユーザーがRidoc IO Naviを使用して続け
て接続しようとしても、先に行っている印刷
が完了するまでは接続できません。この場
合、後から接続しようとしたユーザーの
Ridoc IO Naviは、リトライ間隔の設定時間経
過ごとに接続を試みます。

• Ridoc IO Naviがネットワークプリンターに
接続できずにタイムアウトになると、印刷
ジョブが一時停止されます。この場合、プリ
ンターウィンドウで一時停止を解除する必
要があります。このとき、ネットワークプリ
ンターに接続し直されます。印刷ジョブは、
プリンターウィンドウで取り消すことがで
きますが、ネットワークプリンターが印刷を
開始してから印刷ジョブを取り消すと、この
次にプリンターに接続したユーザーの印刷
ジョブが正しく印刷できなくなる場合があ
ります。

• 何らかの原因によってRidoc IO Naviからの
印刷ジョブが途切れて印刷できなくなって
ネットワークプリンターにより印刷ジョブ
が取り消された場合は、印刷の操作をもう一
度やり直す必要 があります。

• 他のコンピュータから出された印刷ジョブ
は、プロトコルにかかわらず、プリンターの
アイコンをダブルクリックして開くウィン
ドウに表示されません。

• 複数のユーザーがRidoc IO Naviを使用して
印刷しようとした場合、ネットワークプリン
ターに接続しようとした順に印刷が始まら
ない場合があります。

• IPPの印刷ポート名にIPアドレスは使用でき
ません。Ridoc IO Naviがポート名としてIPア
ドレスを使用するため、ポートの競合が発生
します。
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仕様

*1 拡張1394ボード（オプション）装着時に、TCP/IPプロトコルで使用できます。
*2 NetBEUIプロトコルは、Ridoc IO Naviポート経由でご使用ください。

LANインターフェース 100BASE-TX、10BASE-T、IP over 1394 *1 

フレームタイプ EthernetII、IEEE802.2、IEEE802.3、SNAP

プロトコル • IPX/SPX
NetWare 3.12J、3.2J、4.1J、4.11J、4.2J、IntranetWare、5/5.1J

• NetBEUI *2 

Windows 95 日本語版
Windows 98 日本語版
Windows Me日本語版
Windows 2000 日本語版
Windows NT 4.0 日本語版

• TCP/IP
Windows 95 日本語版
Windows 98 日本語版
Windows Me日本語版
Windows 2000 日本語版
Windows NT 4.0 日本語版
NetWare5/5.1J
UNIX

• IPP
Windows 95 日本語版
Windows 98 日本語版
Windows Me日本語版
Windows 2000 日本語版
Windows NT 4.0 日本語版

• AppleTalk
MacOS 漢字Talk7.1以降

SNMP MIB-II、PrinterMIB、HostResourceMIB、RicohPrivateMIB（リコーオ
リジナル）
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インストール
Ridoc IO Navi(Windows 95/98/Me) 12
Ridoc IO Navi(Windows 2000) 31
Ridoc IO Navi(Windows NT 4.0) 51
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印刷部数 106
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解像度 108
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